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凡 例

】•木場は固ミ帝室林野府の本業に資する目的を以て置かれたる關係上自か 

ら共の試驗も實地的な〇を本旨Wす。

'・ 忒喩’］】項にして未だ完了せざるものざ雖も速かに其の成績を發表して斯 

業に利益ありざ踏むる資料は本話に揭載す。

L 本報吿の中第五號は木材利川同第六號は造林に關する成績を揭記せ1)〇

昭和五年十二月

帝 室 林野 局 林業 燄驗場
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「ヒノキ」「サハラ」造材に關する干割調査試驗成績

三 好 柬 ー・

緒 S
木材・に.生ずる干’削は主さし-匚乾煙に仰ふ容積の收锦に起因するものにして,一般に責材・は 

伐採時明の如何に拘らず生材叶に到・し約20 %以上の水分を減尖する揚合は資材の表面に干 

割を生じ,淅次乾燥の程度の進展に從ひ掀大雄長する性質を仃す。されミも干削を生ずる程 

度・柿垣花に位践淳は資材・を族!世せし位躍,環废に依り差哭あるも,資材を構成する組織さ 

も亦密接なる關旅を有す6を总めらる。即ち乾燥に作ふ干制は多く繊維の走向さー致す〇さ 

共に磁線走向に追從して發達するものなるを以て一般に潤菓樹粉に於て制るが如く |山辞にし 

て整詢ならざる組織より牌成せらる »資材・に於ては干削を生ずる位過屈曲弗繼し,共理度は 

斜葉樹材・に比し急激に發達せざるは資材乾喚の遅延に起因するものにして,是に反し硏・葉圏 

材特に「ヒノキ」「サハラ」•材は生材听に於ける乾燥の程度比較的迅速なる性谜<林龚試驗堵 

報七•第一卷第二號整照)を有するさ共に,繊維通而なる良材・多mため,造なの全長に貫徹す 

も大割を比較的速かに生ずる特性あるを示す。

斯くの如く木材・が乾燥に仰ふ干刷を生ずるは他の辟材に比し軽視し得ざる缺妙にして,干 

割を蛤大すれば從って資材利用率の诚退を來たし 著しく共償値を減ずる因子たるを以て是 

が防出力・法の者究は斯架上琅肝要なる要素なり。然るに一般匸藝的利用に供せらる、製材は 

製品さしての值値の向上にgするがため,當事浅は常に貪材の乾燥程度を考慮し干削の防 

止に努むる場合多寸も,一般に造材は資材多〕止にして取扱比帔的不便なるミ共に伐出地の速 

近並に輸送践關の便否をキ慮し,網濟的殿出力・法に主力を注ぐ阕旅上轮送・拓に貯材中に生ず 

る干削に關しては是を軽視する揚合・ 多ヨは迫健さする處なり。 •

斯くして當局水曾御料地朮「ヒノキナサハラ」材・に就き造材愉送並に好材中に生ずる干割の 

概況を眦るに共被农・しふものあり。特に繊維汕&なろ反材は其全長に貫徹せる干削を生じ, 

評しく共價値を減失せろものあるを加るに及びては林業經每上等閑に附し符ざろ現彖にして 

既に當爭者の抵に憂慮する所なり。

抑々斯くの如き耳盘を生じた〇主因を考察するに,あ叶より傳統的に施行し來れる木仟式



運材法は主ミして水運に依るものにして,造材僚送［项滑足を容易ならしむる少め造材は全 

て例皮せられ,小谷狩,大川狞を控C木竹川を流送し貯木揚到者の上は『!:ちに水中貯材法に 

依りて提破せられたる鬭係上,造材は水中に沈祛する慢會多く從って忌・敵なる乾燥を詩起す 

る埸合僅少なりしに反し,枕近圖添的運材方法は那くペき進步をなし森林段把の敗設•作栗 

秋道の延長應大し,又集材捲の能ノノは稲次其威力な發抑するにうs集材’投出我1汨は会く陸 

泄に愛じたるがた的造材は何れも急激なる站燥を惹起する場合・多きに初因するものな。。

斯くの如く初關従に間する遞材•方法の蜒遷に降しては之に圏睇して造材以扱雑挖中に生 

ずる貪材の損失も亦充分なる研究を肝妥ミなすな故に當場は木伫カJ並に求京支潟讷カ 

し,木會御料地產「ヒノキjrサハラ」造材に就m生材時砌匕娘送中に生ずる含有水分減尖の 

紀過狀況业に貯木翌到斉に至る期間及ぴ貯材・中に生じたる「•削の程度な比絞渦依し以て實地 

専業上最イj効ミ認めらる、干削防山方法を号究するS共に共の經か洒1；’脩を羽五し,斯業の 

改普に資せんざす。

因に本調査は木佃支局管内上松,王湖出張所部內に於て第一回澗任を「卩收仰二年至同三年 

期問中に施行し,第二回制住は同局皆內颇,野尻,三殿出張所部內に於て自昭和三年至同 

四年期間中に»し,貯材に伽しては兩冋共に東宗支用管内股住出張所猿江貯木場に於て實 

行せしを以て當該關聶支局爬にH嗷所員の莪カ多大なりしを識す。

玆に澗任成讀を取經め報告す。

3
】•調査試驗方法

木淌査試.验は««!及的近仇の大さを有する供試材を選定し,實驗的に造持乾燥の經過狀況並 

に共程度に幷ひて生ずる干削カ狀態を詳査し,其成額に基き實行上最警なる造材・爪扱方法を 

考究すろさ共に實地車業上に及ぼす經詩的關係因子の調査を主眼さなすを以て,何れもi任接 
邸楽に関聯して之を施甘するを至當ざ擇す。

故に本3m地は［" ノヰ」サハラ」に勵する伐採造村‘］・を慣行する木什戈届管内並に貯材 

處分を實行すろ東京攵扃坚住出張所に理定して是が凋逐を實行し,又特に小而気に限定せろ 

試’我地を設けず.•各出張所?:群年度皆伐作某地を便亢上調査鳥代見做せ〇 〇供試村は替通造 

材中より適?;;;なるものを削］せしものにして,憶送並に貯村・中に生ずる洁性質に臨しては,

•伐木造时作業地に於て選定せし同一供試材に就き覇傑的に綢花するものさせ0。

J&歯査妾項を列恥すれば槪娈次の如し。

(1)白昭和二年至昭和三年度調世要項
本項は「ヒノキ」物・に關する干割の基本的謝氏を主眼さなす關像上木竹支局管内上松, 

王湖出强所部内當該年度の皆伐作梁地並に天然林間伐作業地を調代地さ定あ,適當なる 

造村を選定して供試材さ見做し,次の各項に就制即査するものさす。

〇、供試木に明する調査耍項

供找木は典地伐木、I滦に關嗷して作楽池內に於て選定し,伐倒に際しては伐採月卩, 

樹高,枝ド高並に胸吊W［徑を測定するものさす。尙は造材の立木湘峰の方位:を定む 

るに使ならしむろため,(北)の位置を造材木口に明示す。

くめ供試材に關する調査安項

く i>伐木造材作業地に於ける調査要項

伐倒せし供試木の元口より一間材を木取り,元口斷而に供試材番膽を祀入し 方 

位(北)に液當する位曜に赤色「エナメル」にて榇誰を記入,るさ同時に@印刻印 

を打込み,一般造材さの識別に便ならしむ。

供泌オの原重址は資材乾燥の經過を知る広準耍素なるを以て,伐木造材直後に 

四而近自働秤を以て秤爪し,同!>,¥に造材の大さ,品等,環瑾の有無,節の大小, 

右無並に樹齡等を;謝瓮するもの:Sす。

造材取扱種頫は次の二極に大別し,供試材木數を各80木ミす。



(一) 剝皮せし造材の埸今

5 )僧泌造材の如く何等の技I:を施さぐるもの

CO木口兩而に曲金物を扌J・込みたろしの

<〇)木口兩而に自色「ペンキ」を椎缶せしもの

(.1)木口兩而に白色〃ペンキ」を诊布・し吏に此金物を打込

みたるもの

(二) 度付造材の埸今

くい 普通造材の如く何加滋匸を施さ •‘ろもの

CD 木口兩面に曲金物を打込みたるもの

3う木口兩而に白色「ペンキ」を塗布せしもの

(.»>)木口兩而に白色「ペンキ」を塗布し更に曲金物を扌丁込

みたるもの

備 号 &金物ミは儒!祝,Ji 5 30 «, J*Z2 Z貌の检板な波空に州曲せL
めたるしのにしてj宣材鹵木口の周圍に打込む。

5)供就材枪送中に調夜すべm妾項

伐木造材を終了し,取扱種・類別に技工を施せし供试!オは,供航財ミして特別の取 

扱を行はず作業地に放!aし 讐通造材さ共に朔次遮當に混淆億送し,愉滋に至 

る經過並に檢送方法等に踢し其狀況を記眦するものさす。

猶各供式材に就ては束京艾潟轟住出城所猿江貯木場到齐以後最後の淌任を爲す 

を以て,伐本造材•地に於ける成!繽並に貯木说到省以後の狀況に依り成績の槪妥を 

窟角】し得べ古も傷便宜上兩若の中間點ざ見做し得る土場地に於て,缶供试材の亚 

府を測定し 之さ同時に干・削の狀況並に經過を蒯住するものさせり。

3り供試材貯材中に調査すべき要頂

岩住出張所雑江貯木場宛に普通造材さ混沛陥送せられし供試材・は,試驗地业に取 

扱種類別に共诋飛:を測定し,到齐月日を記載するものSす。

供試材毋材方法は陸上貯材•並に水中貯材に大別し澗夜地业に供試材取扱卩濒別 

に依りて適當に此分し平均一ヶ月一回抵ー吊:測定をなし花燥,吸濕に依る币定の挺 

化さ之に仲ふ干割の増減さを比較謳査するものミす。

斯くして當該件通造材の応分に際し供謡材も是等さ同時に虫分を完了し,其期

供試时數 20
20
2()

20
供試付水般 20

20
20

20

nを以て誨駿を終了するものさせ。。

(2) n"nfti=年至昭和四q典兩査耍項
前年の成沽に依れば「ヒノキ」盜片を皮付造甘さして瑕扱ふは事業上最も有利なるを 

倒められたるも•從來施汙せられし剝皮材に對し［加造材が集材",輪送並に貯材中造 

材取技上に及ぼす功程の増減は,事業經營上m妾なる關係因子たるを以て,玆に木會 

交局管內裁嬢’野見・三殿の各出張所部內常該年度捋伐作条地を調査地ミ見做し,寇 

淡的比較調荘を主眼さなす第二冋剥超を實行せり。

其謝査费項の鯉愛次の如し

木澗径には生考に一茂するため「サハラ盛材を加へて綢査するものさすC

<!〇供試木に瞞する供j査股項
供狄木は實地伐木作栗地內に於て遒拈に選定し,伐倒に際しては伐採月｛i,樹离,

枝ド高並に胸鳥if•［徑を测定:するものさせり。

co供試H•に物する謝将氈項

く i)伐木造材作梨地に於て調充すべデ要項

代倒せし阳试木の元口より会間材を•木取り,元口新而に供試・材・桥號を記入し 普 

油造材"さの識别に便ならしむる爲め@印刻印を打込むものとす。

造构・欧币:爪は資材乾燃iの經過を加る基準ミな〇を以て,造材後政ちに百貫目自 

働祥を以て秤Mし,同啧に大さ,品等,股瑾の(jw,節の大小,有馬樹齢等を 

御査し 一定樣式の野帖に記入する｛<のさす。

造材取扱祁領は次の二枷こ大别し,各詞査地に就邑供試材本數は60木ざす。

(一)剝皮せし造材

「ヒノキ」
供試持本數 30

「サハラ」 30 ,
(1)側皮せさ’る造材 ■

「ヒノ中」 30
「サハラ」 30

猫造材,輸送等に關する功程比校劉査供試材ミして兩樹種に就§勻百本以上を選定 

するものさし,剝皮材及び皮付材の二秘類に大別す。

備考 木供試村は樹南其他う副選な除・①印訓印のうあ打込う兽通波材ピの議



6

別に恻ならしむ。

C ")供試材輸送中に謝査すべS要項
造材を終了せし供試材は特別なる血扱方法を行はずして餌通造讨さ共に作業地內 

に放置し渐次松送するものミす。

本毗に於ても亦東京支局牌住出張所狭江貯木場に於て是後皿問在を潁亍するも 

のにして,伐採時期並に到者時に危り成結如匕絞し徂ペうものなるし会琴のた 

め栓送中弱係H嗷所構内土場地に於て重化・也に干削の狀況を調死するものミせ 

り〇

顷)供試材貯材中に綢査すペ9麥項
樹種並に心扱帝須別に發拾本宛採集せし供做材は貯木埸到柯冲却:を測定し 団 

着月日を記楓の後何れも陸上貯材さなす。而して平均一ヶ月一回応止測定をなす 

ものミし,乾燥の經過並に之に件ふー「•割の程度を産地別に澗住し 前冋时;が冲洒 

造材・さ共に處分を完rせし朋”を以て試験を終了するものさす。

くめ気象観測 ・

資材の乾燥は氣象的因子ミ俗接なるI俐係を白・すろものにして,おに"温•降水吊: 

に依り影野せらろ、埸合多し。足を局部的に考察すれば造材・本が姣部せらろゝ 

環境即ち下積せられたる場合,血援地面に密接する場4又は上疝せられて閥光 

の砌ナを受くるミ共に:拝しく迪風よ9圾合等を比校すれば自ら其冊に位版的恩隔 

其しく,從って乾巍の程度も亦起挞あるべしさ雖も本謝査に於ては“J及的由接从 

業さ關瑞せしむるを主旨:Sなすを以て共槪況を会照するに止む。因に糸做狀況は 

U松,王遍 奈良井各出張听に於ける風測成:釣伝に束京中央氣象农観測に係ろ成 

績を公照するものミせり。

調 查 地

本,屈SJに供せし調佢地の位あ此に而掩を示せばく一公の試し。

弟 - A M住地の位故及び血積

密 M K夜J也で 支い牝 出强所名步荣矯名 [•浦班而恐作商野 佃 考・

1.n；Hii .•瑚瓜調な遅の惜況

1 スミノ木 木卄支局 上 松小 HI 142 11.82 W 伐 】や
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各調作地に關する地況,林況並に造材帳送機爾の施設節は造材取扱並i二枪送万法芹に俺接 

な61湖系を仃す〇 5共に,造付博煥の程度に.及ぼす影做多大なるを以て其抿愛を記載すれば 

次の如し。

調企地备號 !• ズミノ木

小川入御料地.化股流域に位故し,東北に血する緩烦科地にして髙距;よ平均1,090米を 

示す。「ビノキ」を主林木ミなす天然林にして(平均剧齢230年),「サハラ」:カウヤマキ」 

を混沼す。胞繁樹は]-ナラ」多くして「ホ、ノキ」「ミヅメ」之に次ぎ,林相は比蛟的密にし 

て生育氏好なり。

I"測班の:I匕境は森林鐵道沿線に接す6を以て造材•搬出には最も便利にして,調査地內に 

は作業軌道を施設せず,造材は集材機に依饥fl•接森林鐵道沿線に搬出の上,上松運輸出 

張所土場に輸送す。

調布地番眺 2. 道 川

•小川入御料地南股流域に位匿する神’宮備林中の七|骸劉班に亘る天然林間伐作楽地にし 

て,地形は大勢.I匕而せる緩倾斜地にして髙距は平均1,270米を示す。「ヒノキ」を主林木



さする天然林にして生存挝好なり。林内には怀業忱道の妝没’完全なろため搬出宕易にし 

て,赤澤伐木會所前より芨林鐵泣に依り上松運柱出业所I•・埸じ柱送す。

調査地番號 3. 繊 川

• 銘II御料地内魚洲の女:流たる濁澤に面する怎伸新地にして大芽此而し,髙迎华均«れ 

米に及ぶ。「ヒノキJ-サハラ」を主林木:Sなす天然林にして「ネズコ:’ヒメ:「••ッ」モミ」 

「ワガ」「カンバ」を混治す。紹林にして生育良好なり。濁澤沿なに沿ひ作加・,Wを敷設せ 

らる»も,河川沿岸は陌创急にして搬出因難松るがため「インクライン」を架設し,上部 

作業地の造材搬出に便ならしめたり。作業枕道は繊川沿線森林鐵沮に池洛せろな口て仇 

ちに本糠に移し,上松運捡出弧听土場にイ［送す乙を得たり。

剥査地番號 4. 瀬戶川

淑戶川流域に位如する神宮備林中の四知副斑にUる天然林冊伐作業地にして•大妙北 

而せる磁斜地なるも,河川沿岸•は急倾劉をなし高距平均1,270米に及ぶ。I t 7 i :「サ 

ハラ」「カウヤマキ」を主林木さする天然株にして「ナラ」Tホ、ノ •卜」’カツラ佐混沼い〇 

淑戶川沿洋に沿ひ作業執道の败設あるを以て集材搬出に便なり,义盗・林俄;:(iは混J［川代 

木會所前を終點ミなすを以て造材・は積授の上,上松運・!卸刚所上想に皿送すろ’Kを寄た 

り。

調任地番號 6. 猿 江

束京支局欺住出張所猿江貯木場は束京市深JHMW江町に所在し水屮貯材妙に障上むけ 

を施行す乙に充分なる用!也を有し,名古屋支局然国出强所双招俟って木竹材を苑集し市- 

項に俄給する妥地なるを以て,造材に生ずるI湖の調径上最も便在にしてILつ川愛なる 

地點たるなり。資材は中央線に依りて隅川川驟に遅搬せられ,IWMIを技流し,檢尺の 

上水中提鱗方法に依り貯材せら〇・は瞥通造材の取扱方法にして木供試材も亦同一方法 

に依りて以扱へり。

調査地番號 6. 小木竹

鉢伏卽‘料地味咆川洗域に位罔し,大勢束而する怎;岫地にして高距!,363米に及ぶ。 

rヒノキ」-サハラ」を主林木さなし,「モミ」「ツカ・」を混淆する天然林にして林枳ほ稍疎な 

り。味咐川に沿ひて森林域道敷設せられ當調査地の對・岸を疾走するえ以て,山落集材せ 

し造材は在ちに森林鐵道に陵込み中央線駭原邪に輸送す。

調査地番號 7. 阿 寺

9
M ・加咔I地回别I流域に位故し.窗而せる®顷斜地なるも中腹以上は带顿傾耕をなし 

础i1.270米に及ぶ。ヒノ"サハラ」を上林木・なすノ鴻混淆林にして林相は希臘な 

〇〇作革忧节は阿Mlに沿ひて施設せられ・常問注地の對なを疾をするを以て.造材は 

巾落「I後は一听河なに集村し,作探?桃道に依く中央繰野母密に竹送す。

滿楂地J& 柿 其

三體出<jiiwfiiiJtap料地岩介滓流械上部队界に位放し.東北に而する急侦斜地にして嘉 

町365米に及ぶ。林況は「ヒノキ」をK林本ミする天然林にして爾閉带密な米。撤出に 

當りては中典題｛に平行せる森林鐵道は岩介澤に沿ひ’渚作業地迄通ずる拾叫!餘の作業軌道 

さ洩洛し,•亦び某備唯一の撒路にして,造ほは之を經て吏に代林淺道に玳投へ野J冗運枪 

出らK所榊内』叫に引渡せしものなり。

W くして粕MD料地內に殺定せし各澗査也はJL:高距に於て略り等にして又地況に於ても道 

川"在地に於けろ平坦地を除外すれば,一般に:危做斜にして杓泌て類似の狀況を京せり。林 

況は何れも「ヒノキ」を主林本さ容す天然林にして,特に小木竹綱企地を除く他の詞査地は木 

仰如料地の中央部に位置し,優良なる林招を形我し 良材を産出する唯一の貪源地たる腐麻 

上造材・に生ず〇干割に硼し適當せろ防"・法を考究するは妃も肝要さなす。

供試木を伐木造材せしより竅送に斉乎せし明間中に於けろ造仲の】仅扱方法は,氣泉狀況さ 

相俟って干;切の成因に密接なる陶係を冇するものにして,中Sに造村が作業地に放故せらる» 

朋間中は共够农最も大なるもああり。然るに各調咬地に於ける造忖JN扱方法•時期鸵に搬出 

に:野せし期間は,略類似の經過を取りたるを以て,期査&网间H間の比絞には相當の便宜を 

得たり。

殖江貯木坊宛に慌送せられ・たる各地產造村は,何れも頹似せる蒂•送經過を採り乂幡送に要 

する期間も亦差異依少にして.貯木場到汚の上は同一方法に基当貯村を:拗し得たりし等は嬲 

査成鎮比俊上好都合なりしさ共に供試・材の一部を陸上貯将せ日滎は旭當なる平坦地を與へら 

れ取扱上多大なる便宜を得たり〇
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HI.供 試 材

凡そ造团二於ける博爍,吸湯程度の繆念を観るに,資付な放担せ时胸の環境に依りて差 

異あるも,資材枷の大小に依りても亦其程度を異にするものにして向•樹柿を題似せる環 

境に故教する場合は容哉大なる程共程度緩漫なる傾向を甘するものな()「故に本点はに於て 

は取扱秘類別に資すろ供・汰材は,可及的同大のものを選定するを滴なミ認めたるを以て•供 

試木選定に際しては各仪木作菜地內に於て胸爲if如平的»〇忻生育中廊にして“J及・瑕呼 

をイせざろ立木を述定し,用元口より»OU材を造材し(昭印全・舛年度綱出二に会冊竹を使 

川す)共元玉を供駅材ミして使用するものざせり。,Z木の蔥定位距よ之を任心こせしいJ・比 

的作業地内の各所より廣く採集するな適富ざなせしを以て伐本T;粟遂け剛H中任艾•I园1を 

採集するものざせり。

效に昭郁二,三年度御但(第一回』査)度に査和三,四年度調卸(第二间綱性)に於て各 

調充地より採集せし供謨:木本放业に人さを示せばJ号成技洋・の如し。

11
IS供试材はM鮫カ法に麻占.収扱I:皮付H•並に剝皮村に大別せし後更に兩若に付き四隱類 

にW｛別し,I：’削の程ぽを化较せしを以て,利!烦別供试材木故内譯を凋荏地別に示せばあ三浪 

の如し。

昭和二,三年度・叫作(第・冋綱査)に於ては禅さして「ヒノキ颱材・に就金干割に炭ぼ寸BB 
係を剧ぶし,仙せて糾皮计貴し付・オミの符哭をし帔せんミすろものにして,便宜上供試水本 

數を均3:ならしむる三狭にM査地には皆代な柔地に軒し比絞的陨光の食射を受けざる天然林 

剛S:尤地をも加ふるものミす。

平 均 (360) 355 23.8

CX 岗御出恐所れJ:価地名作衆Hi別 恤韻
供 よ

平心1由离克控M 木
忙 st 平均W指k<; 匸ノキ 峨原 小木瞥 W伐 <1 30 35.3 19.9

〃 皮 30 37.1 20.1
サハリ 〃 〃 〃 竹 30 39.7 23.6

〃 〃 〃 〃 皮 30 38.4 21.07 ヒノキ 野W 岬寺 付 30 33.0 25.0
〃 〃 〃 皮 30 33.9 27.1

サハラ 〃 〃 〃 竹 30 36.3 涓・7
〃 〃 皮 30 42.2 27.18 ヒノキ 三般 待・其 付 3() 33.4 '21.6

〃 〃 〃 〃 皮 30 31.S 21.5
サハナ 〃 付 30 32.0 26.S

〃 〃 皮 30 31.5 23.7

昭和三,四年瘦調査(第二回弱査)に於ては「ヒノキ」「サハラ」の造苗に就9干削に及ぼす 

形博調從を施行するさ共に,皮付造林・法が從來の剝皮造材に對・し實地作業上の功程に及ぼす 

關僚を澗任せんミするものにして,從って供試材さしては各澗査地每に120本を採集し功程
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調査資材さしては尙ほ300本以上の供試材を使用する七の:Sし,何れも的S:業地に於て實

行するものさせり。

因に功程調査に供せし試材本数を示せば貝成績弟"よの如し。

第五我 功程M如供忒村本激

仙考 本戲は剝皮む,度付材の合計な以て示す,,

斯くして干割調禿供試木は笫一回用査に於て出)泳:を選定し,第二冋綱査に於てヒノ": 

180本;「サハラ」180本を選定し其い計770本に及べ〇。尙剁玉材,皮fJ材・別収扱の功朽:- 

及ぼす經沸的調査資材さして3,926本の立木を選定し,何れも共元馬范材を供M的ミなす“ 

經探的調査資材中に「ヒノキJ「サハラ」以外に「アスナロミモミfツガ・ドヒメコマツカツラ・' 

等を混淆せしは,功程調禿施行上の便宜のため綱査路を山割地域に該當せしめたるに依る。

各供試材は诃及的瑕瑾を狗せざる『〔・幹材を使川せしを以て品缶並材以上の哉材比假的・おく 

混治せしは反ってー絞造材に生ずる干‘割が緞維通而なる上材に戒｛,彼’J他样なるが爲舟北れ 

が調査上逾當丄忍かられ,又各,問査地は立地的環境による地方的材賞の雙％を考慮し,水仆 

支用管內に於エ可及的竹地に選定せしを以て,從って供が材全般を通寛ナれは貯材品等神別 

上各種の階級を網羅する二ミを得たり〇

因に供試:材品等別木數を示せば笫六衣の如し。

第六表 造材の品等別木數

番筮制 初 出張所名 ,J,低地"上村|中材|业材下亦|次讨 111

L 昭和二,三年®J j'c
123
4

ヒノキ
〃
〃

上 松
〃

王 溫
〃

メミノオぐ
道 川
緘 川
順戶川

17
1312

51
86230

71
14631G

21
8

22
〇

—
160
30

160G0
Kt 42 j 151 164 03 — 410

13
ぎ坂甜也岫所七千曆上"、け也,材ドけ’次村 計

n. 昭利三,㈣中淀謂行

6 ビノ・ 岐 塩 小木n -1 — 1 5S 1 1 60
7 5f J»t 阿 寺 — 3 12 — 60H ツ 三岐 w 我 1 7 38 _mJ _ | 60

■At- 1 10 1 51 117 1 ISO
G サハラ 飯 IV. 小木や — 1 由 6 I <• >7 〃 W HL 间 睜 — — 10 聰 4 GO8 〃 三 殿 柿 !t -— 7 40 1：： GO

甜 7 51 113 9 ISO

合叶1 ヒノ、 •13 1'；1 "15 170 1 590
サ八ワ - 7 51 113 9 ； ISO

備 芳 品審は收住出無所に於けあ貯仙我東に依叭 木敏は皮付村剝皮村合計4«以て示す。
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IV•調査試驗成績

1.渕死期HU
本調査は优接潜菜に脂ゆして之を狀行し其成結に基9將來川衆の改冲に宣すろを主眼ミな 

すは銭に敍上せし如く本問題の妾旨たるを以て,本糾査叫間5、從來の事業遂げ朋間の慣例 

に從ひ之に該常せしむるを適當さ沼む。

此處に於て現今實施せちる・木针邵料地内伐木運批％光の狀況を大制すれば,伐k造材T. 
業は多く咬春に潛手せられて夏季に及ぶを蓉油ざなすを以て.加担’・弟は之にI:貯して也•以 

に於て開始せられ,引績め;沐が作業便光・森林頓道其他の枪送阀洞を經て飛住貯イEMに 

熱田貯木場に到普完了する迄には冬期を經て初春に入〇.此の間約拾備月の期IIな妾す6を 

普汕さなす。勿論.伐採地の遠近,材•伉の多少’邮役人夭教の增诚,粧•送朋同の功程•・加川［ 

子に依〇經過を異にするは當然にして.気象狀您も亦％.足すべ号要亥たるなむ〇

然るに敘上せし如く,現伍の:事;柴遂行に追從して本澗控を進しるは必要缺くべからr.ろ我 

件なるも,乂一力に於て造材・の乾煙に密する氣候的影朴を觀るに•既に當::に於ける試驗成 

談の示すが如く(林業試哦報卩佛一卷第:號,第四號会照)的・菜樹材•就中【ヒノキ;「サハラ 

材・は生材に封する水&減少の狀慫は伐木造オ”後に於て皆しく迅逸にして.峙IIの終過に什 

ひ淅次JE程度を艱城し,遂に人氣中の泓度さ平衡を保つに至〇て停1上し所罚然乾狀恁に到逹 

する性貧を右するものなり。又一旦気乾状態に到達せし資材ざ攏も‘‘常に同囹のい笑狀況の 

影驟を孫g煉の程度は四季を油じて先異あるな認められ,就中気温並に濕ほ"變選は比蛟 

的密接なる鶏係を示せり。之を以てーケ年閭の四季を通じ地方的に略一定せる迎朋に依〇t 
變化する氣象要素ミ氣乾材企水址さの關係を觀れば企水:ほは四月に於て最小値を示し六月及 

び十月に］め(値を現はすは本邦中火部地方の乾爍明並に雨JUJの然らしむる結果にして,八月 

に於て一時含水Mの減失を觀るはあ咽の氣篆因子中気温の上昇三相俟って蒸狡.:止の盛大なる 

に起因するを識る。

斯くの如く造材含水属は枪送・世に貯｛オ中に於ける四岡の氣象狀況に依り址減するを以て, 

税在の伐木運材實iriwilijに對しては猶合・理的方法を必要さする陽合なきにあらざるも本 

は便宜上當滋年度伐木寧榮ミー致せしめたるものなり。

兹に供試材に覇する伐採,造材明は 蛻送!刎以ぴ试驗終了期を示せば笫七火の如し。
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笫 し ；< 供試村】我扱明IIU
挤出 よ! 仪木泓材 各・湖之地囲作運轮出段

汲 在 N 的街構内土お"弟・期間S Hl
牲住出獄玩猿江汎驗卷 
貯米冯け?;剧冏TWO 自W木i®村時 

王よ般終了期冏

M 4* Y, n 至B " Bll HH n 記 
)1 II Ji U 上肉 1I 王

地色 JJ 11 JJ 11 耶B (1 雄大丨最小平巧li' 11 II
1.昭和二、三年度伐出供試料 

〇 ノ N>
】上 K* < / < 2.0.2〇— 7.112 // iiit Jl| 6.21 0.25
・王噩賊川G-2S- 9.18
4〃 湖八川上出)一T.17

SS.I2 12.17
12.20 9.13-12.2013.13—12.15

上松

//

•!.h).27-：：.I.l23.1.12
10.27 12.2S12.2：：

M 4 3320
if

2GS 
270 26U 205

261)' 
- 247

261270
2S6256•

下 均 253
ュ昭巩1三、冋邸度伐也供ス材

〇 ノ 海)

U戒网小木时’？.5.18—6.127 野况,1 ゝ ・!. 9 5.19
ft.rw
3.S.11 —ll.IS 5fW 

ff

:U*.14— 9.197. 3—11.27
Mf3 , •J.3.1S

〃
304 3-13 2d：：

279303 292：：23
、三般拈 共 6.2S-7.28 10. (U-11.26 10.23-11,39 ft 233 24M
小 均 288

くサ >、 っAYfO
・執小本は :;.5.1ド6.1

フ町尻岡寺 虫6—5.23
待三破而 共 0.30—7.28 3.0.22-11.189.24— 11.26 5fW

MT3B.l'.l-t— I'.lf7.3 11.2710.23-11.29
4.3.18

〃

301
34«；26 lj

喚 
的

297323247
T 均 二～～i 289
密下均 277
儿成洲こ依れば各澗径年度に於ける供試材採集I职Iは自充月至同年九月中に實行す〇を得 

たるは成鶴比鮫上便宜を得たるものにして,唯野尻出张所部內部業地に於てはホ架の辭住上 

四月より普手せり。猿江貯木場至fm期は配材の關係上七月中に到袴せしものありしも,多く 

は當該年度末に集材するを彳!｝たるものにして,试材到??の上檢尺を終了せしものはi代ちに貯 

材の場合に於ける綱査に若手せり。 ’

剥査證了期は當地方に於て四季中最も乾燥する三,四月の期を傑琳さするを適當•さ圈む。 

木綱我に於けるM材は朴通造材さ共に處分せらるべき關係あるを以て之に準據せしめ三月下 

旬に於て洲S！を終了し得たるは普通小栗ミ關聯するさ共に綱企上適當なるを得たり。

斯くして供試材・は初疝に於て伐木を實行し翌春に至る期間中即ち平均總日數27T日［川に 

於ける制査成紀を得たるものにして,其所要【］数は現今に於ける木曾御料地伐出材が豊住出



1G
張所貯木場に到音の上處分迄に要する世通1!故に 聞す。

2 供药材の性賃

i・ 供 誠 材

各剽査地に於て選定せし供試木は本故770木にして.其採集に當っては胸高点舟略均’.4に 

して,吋及的に瑕瑾を包蔵せざるしのを塞邱さなす。

弦に供試木の秆類及ぴ咨調査地別に樹高,胸高优常业に樹齢等に隅し北平均値,•終大蛇に 

最小値を列衆すれば其成紺第八表に示すが如し。

笫八我 供試木の性質

番

筑

|||
3 種

敏

本

數

樹 高(米) 關拓tfiはく极) 樹 齢

最火 最小 平均 最小 平均 軽 邛小 平均

I.昭和二,三年度伐出材

(ヒノ ・)

1 上松 メミノオ: 皆仪,攻付 80 30.9 16.5 24.5 51 40.1 | 259 129 225
tf 〃 ",剁皮 80 30.6 18.2 25.1 51 30 42.】 318 157 2402 〃 道 川 問伐,皮付 15 29.5 ZW； 27.1 50 22 40.5 324 213 238
ff ff 〃,剝皮 15 31.1 19.3 2C.7 53 25 42.1 3：：9 210 2523 王讖 絨・川 皆伐,皮付 80 27.6 17.3 23.2 49 29 39.3 310 103 323
9f 〃,劉皮 80 29.6 16.9 23.4 52 28 37.7 279 184 214

4 粼戶川 問饱皮付 30 30.0 20.9 20.1 47 30 41.0 302 221 245
-〃 〃,剝皮 30 31.8 18.2 25.5 51 30 33.7 267 170 2-iO
平 均 ¢410) 252 40.2 235

n. "布三,四年度伐出材

(1ノキ)

〇 ®KI 小木曾 皆世,皮付 30 20.4 13.6 19.9 45.5 27.5 35.3 2S9 138 213
〃 〃 〃,剁度 30 24.5 15.4 20.1 48.5 27.3 37.1 2S7 i 100 2507 IJW 阿 寺 ",皮付 30 28.2 227 25.6 39.4 27.3 35.0 24：) 148 190
〃 // 〃’剝皮 30 29.8 24.3 27.1 42.4 27.3 33.9 292 !1>0 222

8 三殿 曲共 〃,皮付 30 25.5 14.5 21.6 36.4 24.2 32.4 ：：：：2 181 251
〃 〃 〃,劉由 30 29.1 16.4 21.5 36.4 27.3 31.8 :!4：； | 190 237
平 均 ¢18)) 22 6 343 233

17

其成弑を汕竟すれば各郁類に就チ樹高,胸・『［徑;世に樹齢に於て苫し9差異を認めずして 

何れも近似の性霓を仃すろ供M本を選定し得たbo

at 111 囈 技 * 胡 '■ • W ：•• g 0 »

a 折 
名

JiU
名 韻 敬 最大 最小 •Fお 最大 曇小 平均 雄大 最小 平功

5 ハう)

小 木 H皆仪•此付 30 I 29.1 16.5 23.6 51.5 30.3 39.7 27S 832
〃 ,剝皮 30 28.2 18.2 24.0 •18.5 30.3 部.4 259 ' 155 217

軒況 四 导 X* ,它付 30 I 29.1 20.2 24.7 45.5 24.2 36.3 265 150 222
u 〃 〇 .別戊 30 3()0 10.7 | 27.1 4S.5 42.2 2GS 220 245

8 Mi 灵 〃 ,颇ナ 30 30.V 20.9 26.8 30.4 24 2 32•〇 26S 203 混5
ff ,物!£ 30 | 26.1 1S.2 237 36.4 24.2 31.5 259 190 237

乎 均 ¢180) 250 397 233

ii•供 試 材

供試材は供M木の伐倒点後共元玉を使用せしものにして,共本湫770本を飾:せり〇各供試 

材のWi'R.htは本M驗の基本因子たるを以て.祥砒方法の統一を混・るざ共に測定容駐なる二ミ 

を必要さなすが爲め何れも「スン・リングバランス」(最大秤底四百还)を使用し・造村の後Mち 

に測定す。(第二閥#照)

供試材の大さは1钏止の測定さ共に元口,末日而爪加がE)及ぴ長さ(果位椀)を測定し以て 

材概を算出す。尙ー「フェストメートル」當り供試材血止は本澗査に於ける基準因子たるさ共 

に實地作業上造材株送尋に密接なる關係を;仃するものにして,又if成造材・比成を示すらのな 

るを以て之を算出記載す。共成紐を列舉すれば笫九我の如し。

J・成敍に依れば供試材の元口,末口竹徑は各綱企地共に若しデ差異を阉めずして平均|仃径 

30粗,造材の反さは昭和二,三年度材(第一冋淌齊)は4.09米にして,昭和ヨ•四年度材 

(第二miM任)は蜘"才4.70米,野尻,三段材は.1,55米材を使用す。

造材1江後に測定せし妃禾枇即ち生材(!垣RMは,醜に海如こ於て木件部料地床主要而林に就 

せられたるも(林架試験報街第一卷第二號),本澗・査に於ては比較的多數の供試材を使 

用し!11代接小柴沒铜聯せる成触を得たるを以て爪架上奏照し得べ涝もの多く,特に生材時比 

束はMWT・たるべ邑ものなり。

本澗査に依れば「ヒノキJ材一に於ては昭和二,三年度伐出材•即ち王流,上松出張所部內より 

泌i£せし造材の生材比困は皮付材平均値67.3にして,.刻度材平均値61.3を示し,皮付材は



is
側皮材に比し平均9.8 %の加大を現はせり。

笫九表 供試材の性質

行け 出汪:?名 綢夜地名 極 類 本n 女7G n 徑(W-
衣!1 畏5

<•)
材備 r6n Ifm. <O)

1. 昭利二,三年度佚エ材

E ノ キ)

1 上 松 スミノ木 皮 付 80 34.7 310 4.09 685
〃 例 皮 80 35.6 320 •too 0.370 018

2 〃 iH 川 攻 付 15 33.4 289 4.09 ().323 ' G71
〃 判 皮 15 35.8 30.4 4.09 0.355 823

3 王 淑 俄 川 皮 付 80 32.0 217 •1.01' 〇.:too 094
〃 〃 剝 皮 80 32.1 29.1 4.09 0.304 623

4 〃 瀨F川 皮 付 30 34.1 31.4 4.09 0.309 673
〃 剝 皮 30 32.4 29.2 4.0U 0.353 (113

倍 均 く410ノ 33 8 莅1 4.09 0.333 643
II. 昭用三,四半沒供ス材

3 ノキ)

6| 敏 原 小木曾 度 <r 30 (,2».2> じめ <•1.70 (.0.251) (.788)
〃 〃 剝 段; H0 C29.0J (23.3)! 9.7の <().253 睥I)

吁 • ! 軒 K 同 寺 攻 付 30 32.2 25.8 4.55 〇•30$ S47
HU 疚, 30 29.S 25.8 •1.55 0.281 604

8 . 三 殿 1¢ 其 Hi 付 30 33.0 27.0 , 4.53 0JS33 818
ff 〃 倒 f!i 1 30 32.8 27.1 4.55 0.324 800

磐 均 (180 320 268 4 55 0.311 824
•

［サ 八ラ)

G 效 原 小木您 IH 竹 蹈, (.28.5) (.32.9) 5.7〇) (.0 21 ii 顷5)
"- 剝 攻 3J (28.9) 国・り 37〇) C0.218) (.561：*• 野 !)1 河 ・» 段 付 30 30.2 25.2 4.55 0.379 838
H 〃 剝 m 30 32.3 28.3 4.〇5 0.334 7438 ョ 些 帝 共 枕 付 30 30.8 2(5.4 4.55 0.297 783

〃 列 fH ：!0 30.5 2(5.4 4.55 0.294 722
平 均 ¢189) 31-0 26.6 455 0.301 75?

Ci考 昭和ふ四年度に於ける平均隅には小木仲岡有的ニ於ける成・kん除".

昭和三,四年度伐出材即ち野尻,三殿昭跟所部内よ&選定せし造材の生材比皿は皮付材平 

均均84.3にして側皮材平均(¢80.0を示し,皮付材は側皮材に比し6.0なの増大を示せり。

俯 考 斂娘材は伐木很弟地の地形若しく怎蟻なりし爲め原近糸な造材以後適常なる平地ビ地

材し是れな,湧定ぜし閭係上供・次木伐倒直後ならざりしな以て此応に竦く。
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「サハラ 材ほ野尻•三収出張所部内代出材・に於て皮付材・平均(fi 78.3にして.倒度时平均施 

(X "2.2を示し,也付材は側度甘に比し8.5 “••の培大を現はせり。

因に・活場の調杏成結に依れば「ヒノキ」材・の生村時比!Rは黃材の品等に依り多少の注異ある 

を以めらる、し 又Kvrau料地全般を迥じ林kの生有せし位徴に依り大小粗違あろを以て代 

川澗住地別に地ノノ的IU「を号成金照すべ勺ものなり3<林架次械外I令第一遂葡二咬,弟四5S会照・)

3. 供試材取扱方法

本,問住のIおに13供试村・の检送は常・該年風的衣地內芥通造持-同一•方法に依り取扱ふも 

のなるを以て・供メ村％扱方法は各湖と地別に依り多少のN1違あるべ9なり。從って各詞在 

地に於けろ綱査成敍は造村及カ・法を比帔對照するを使ほさなすを以て,各綱査地別に其槪 

況を記述すれば次の如し。

CO昭和二三年度供試村

,期在地 !. ズミノ木(柠谟作架地)

小川串楽路冊剳班,M2 (iifiiW14.82 ha.を有し,昭和二年门六月二II苹七月十九口期岡中に 

伐木造材作柴を實けし同年门六月ーニい七日至十一月二十日期間中に山落し作楽を施行せり。

詢化地內樹神•別立木木數は御葉樹3,063本内Iヒノキ」2,205本,「サハラ」495本,「カウヤ

マ4-.129J本「アスナロ」外二祯69本を右し訓萊樹301本,內Iナラ」165本,「ホ、ノキ」 

55本,3ヅメ J 55本,「ハリギリ」外二柿2(!本を仃する天然林にして京木材哉は5,4隘Cm 
一町歩當り37311..»を示す。

一般に生汀良好にしてル材を産し地形比較的緩願斜地たるを以て山落集材什:業至便にして

【1.つJE位放は森林鐵道•沿線に近接するが爲め,搬出に際しては作業軌道を败設せず,集汚儷< 

を利川し森林鐵道沿線迄集材せり〇

集您せし造材は自九月三H至十二月二十三I !期間中に上松起输出張所土弱地に檄出し,同 

邓末日に鐵道輸送を終了せり。

供湖・は當作楽期間中自六月二十六日至七月十一 nに造材を終了せしものにして其搬出を 

終了せしは同年十二月に及びたろ伽係上試材は加U］炎皆•中に比校的長期に互り族政せられU 
つ集材’に際しては集材铤を使川せしため皮付材にして樹皮脫落せしものを生じ,試材中比較
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的乾燥店しsものあり,故に本剥住地成額は夏朋皆伐作業地に於て造物を故侶以:aせし」少合 

の侈成に資すべきものなり。

剥査地2.道 川(神内備林間伐作業地)

小川事業俺麻剳班自239至245,而哉!21.81In. |：if6神蹄林間伐作業地は仙れ卩料地 

內に於ける優仕なる林相を形成するものにして間伐步合は材仲二於て12 :を罪準三なし, 

自三月二十一日至.匕月二十日明間中に伐木造材を終了せり。

供试材・は自六月二十四日至六月二十五E1間に於て伐木造材・を施けして林内に成危し・同年 

九月二十日赤澤伐木含所飾土揚地に移し十ー・丿］二十日洛:ニ至るニナ月間は法天に放IWせろ後 

後送せるものなり。

本調査地は緩倾斜地にして集材輸送奪の作業は容易に施行し得るため造材中傷化を• ’芝くる 

埸合僅少にして又试材は林內に放放せし鶏係上使煥并度苗しく僅少にして就中皮付竹に於て 

著しきは環變に由來するものにして,本成績は間伐作業に於ける資材の乾燃程度を知る例,既 

たるものなり。

調任地3. M 川(皆伐作業地)

王制莎業區麻割班135は而積38.881<3.を仃し,自ぜ和二年三月十六日至同年八月五日聊間 

中に伐木造材作業を實行し同年十二月二十日集材,山落作衆を終了せり。當麻®!班はiヒノ 

キ」を主林木さする天然林にして生艮良好にして良材を凍出し,樹袖別立木木激は ！・ヒノキ」 

16,589本,「サハラ」5,089本,「ネズコ」903本等を主林木さ爆し「アラ、ギ」「ヒメコマツ」 

「ゴエウマッ」「モミ」「ツガ」「クウヒ|を混治し网葉樹は「ナラ」120本,「カンパ」»；s本を主s 
なし「ミヅメ」「サハラ」「ハリギリ」等;を混淆する密林にして一町步當<り791f.i(を算せり。

地形の贋況を眼るに倒川沿な疝しく急險なろため造材桶送に際しては「インクライン」を數 

設し以て一時沿岸に集材せしめたるも,傾割班の上部は足に反して緩！K园をなす憲地狀をな 

すがため山落集材比较的容易なり。斯くの如く地形の鶏係上搬出路ミして.は「インクライン」 

に依りたるを以て生材は颯次に撤出せられ,共多くはす期に比皎的長く皆伐作桨地に放;遂せ 

られたる關係上試股地1(ズミノ木)の揚合さ類似の侶j向を示せり。

濁川沿岸に集材せし造材は同年十二月末眺道輪送を終り同年.在月森林賊道に依り搬出を終 

了す。

供試材は自六月二十八日至九月十八日中に造材を施行し同年十二月中に其搬出を終了せ 

リ。造材輸送の關係上短初間に山落しを實彳亍する事困難なりし爲め供試材は比絞的長剛IJに 

亘り夏購中年菜地に放置せしため剝皮材は著しく乾燥せしもの多かりしも,是れに反し皮付 

21

材の樹!K度落せしらの侔少な〇した小本威帯は兩种類の博蝉に對する逐異を归1る例就さして 

浦當なる埸A・ゴす。

澗控地・»•湘户川(种林備林間代仰菜地)

王澈・条廨冊細班"-H至4\は而気!31.16hn.にI［る間伐作・染地にして跡地2 (道川) 

ミ担供って本付沛料地中の俺艮なる神宮備林に崗す。當脇副斑は昭fn二年自三月六n至九月 

二十三I】朋W中に伐木•H作栗を終り,f 林內に放匿せられし造杜は同年十二月末山落及 

ぴ作ぬM道に依る枪送を終了せり。

造付はT闹戶川伐本會所前I叫地に集材析立て漸次森林鐵道(二依り撤出せしものにして 

同年四月二］•五I】输送を終る。

供・法村は昭印二年门六月二十九H至七月十以1の間に伐木造材を終り一時林內に放放し・ 

曹通阳オさ共に同年I•二月中旬森林既道に依り慌送せらろ。斯くして供試材は林内日陰地に 

放花せ〔川川;就皎的」5］にlibし饵め乾煙の柚龙も亦侏少にして.共狀況上松道川謳ま地に 

於け〇 UJ企さ?M似の經過を示せ〇 〇

5)昭初三・四年度供試材

調在地6.小木仲(告伐作業地)

小木衍那捌既 僻;割班98は味咐川沿洋に接し大勢東而せる怂傾耕地にして「ヒノキ」「サ 

ハラ」を主林木さなし「モミ」「ツガエタウヒ」を温治する天然林にして林相は比鮫的疎なり。

當・牌削班は味附川沿摩を油ずる森林段道沿線に隣接するを以て造村は山浴以後河なに一時 

集讨し・MH次森林鐵道に依0T中央線鄭;潺土羽地に輸送せ〇 〇

供試材・は同年自五月十八II至六月十二日期間中に伐木造甘え終了し山藩せしものにして, 

何れも"W味咐川河洋に集材し曹洒造材ミ共に顺次惊送せ〇〇

本K眼地に於ては地形;念峻にして現戏に於て订敏の測定困赚なりしため,时也止は集材の 

後之を秤;止せり。尙造材HUM别に依る經濟的剥査資材さして使川せる!.517本は何れも普通 

造材さ共に刑扱ひ,同年九月上句森林鐵道の輸送を終了せ〇〇

木M査はJ顷川IJに於て前年庶の揚合さ類似せしも供試材中に上村を欠当,多くは下材に題 

する關f旅上造材品等種別に關する調査上会考に資すべチものなり。

調査地7.阿 寺(皆伐作架地)

阿寺辨梁麻,僵割班146は阿寺川沿摩に接し共上部は商距!,270米に及び梁舞をなす長方 

形にして大鈔南而する急傾斜地なり。
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林況は「ヒノキJ・サハラ」を主林木ざする天,然林にして「ア,・ナU ・ネズー』 モミ ヒ‘コ 

マッ」「アカマツ」「赤、ノキ・•ハリミリ ナラ.(ヅメ財の針明葉樹を混浴するも刀にして 

樹阿別苗成は「ヒノキ」而％,「サハラ」33俗に及び共他の樹秫はI〇 :にして平均•加・步當 

り!171«n«を有・す。

普通造材は四月上旬より作衆に若r・し,山治以後は-•時河岸に仙ずし甫次森林安芯にg 

換へ梭送せり。供試材は何れも普通造材ご共に取扱ひ,京«は殺讨优後に地を幵取丄

砌材取扱酬の經濟的詢査資fオ顾本は供・,心寸5共に採堡し"方法に依り妁怀涎ナ 

〇〇

本試験地は商距1200米以上に及ぴ一部腌哭制限地域に咼し王謎出强所濁川•做地さ其高 

距を同じくするも爾後の皆伐作業做定地に近接するを以て終來の臺考に資し徂ベ冷ものな 

り。

剥査地8.柿 其(皆伐作業地)

柿共車栗％ 筋割班編イは岩・行澤の支流なる糸澤地域に位なし鳥箱平均1,3侷米に及バ奧 

地にして大勢東面する怎四斟地な。。「ヒノキIを主林木ざなす天然林にして.立本・如步立 

り材杭779如,に及ぴ當?]ゆ威巣山澤於域三共に林招础なる地域に®jす。

普通造材は山落後林旳を洒ずる作業軌道に依り】」FFの延艮を下饥更にIインクライン・ 

經て森林鐵道終點に達し森林鎌道•に杭換へたる後优ちに野丿阳间洒・構内土・場地に拘廿せ翻〇

供試材は自六月二十八I!至七月二十八I1期間中に伐木造材を終了し普通造材ミ共に漸次椎 

送せし"にして生材は同年九月下旬より十一月に至る期間中作伐作業地に放置せられた

り。

倫經洛調位に供せしH材1,881本は習通造材さ共に制及ひ同一方法に依り集材輸送を徑f亍 

せり。因に當調査地は羸距1365米に達するも地形比候的緩にして搬出も亦容易な。し爲め 

資材の損供僅少にして皮イJ材中樹皮脫落せる腸合少mため剝皮材さの比較に對し好資啊たる 

ものなむ。

-J・ 供試材・の愉送中に生ずる•乾操の程度

i.生材時より試喩終了に至る期間中に於ける成績

凡そ木材は伐探當時に放、てJい關:刀二削乃至丑•割の水分を!Hjするものにして之を大気中 
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に放置する呻は(i.vnの料絞ににひ水加.:沸岗衮故し遂に大k中 涅度三平術を保ち,氣乾狀 

您にj里するものなり。

斯くして聞に作ふ4-^V.RJttのM:失の程度职に捏過は.實地運村那栗上肝笑なる要素た 

る三狭に乾娜に作んF剧のい在上考我すべ9因子たるなり。

既に大iE I••年當埸に於て「ヒノキ」外拾忒樹毬に臨し剝皮せし大:切供試村に就き600日以 

[・山:内乾棟を拖し・水分诚火狀況を渦住せしを以て,炭成沛中制す部料地內逮地別に「ヒノ 

* I ’リハラ」に就;>經過II敏花に驮血正に封する平均に分減少やを示せば其成績爲十衣の如

Lo
あ 十 表 供乱牯乾蝶の經過

(林架試喩银告・第一•卷帰二號聲照)

希®t, 床地名 お 毬 原?R fitく僅> 炬巾迎にStT5水
» が小 £2 3 11 M

1 ®C /« | 0 ノる| 48.720 6432 王 jffi 而〇、> 35.4 6373 81.600 33.0 GS2
•1 ft tf 75.500 31.0 6315 〃 67.200 31,1 611G /> 0B.00) 33.2 6107 上 松 48.400 31.5 6228 49.200 32.1 628
g 蜉 は 〃 54.340 41.1 61310 46.700 •10.2 643

平 的 61.036 346 630
11 鮫 原 ケ ハ ・/ 45.290 39.7 64212 王 韻! 〇 ・ 62.500 40.4 63313 〃 64.400 "6 62S14 63.300 •10.2 •-0S
16 上 松 〃 ぬ・SOO 39.0 <522
1G 〃 50.900 39.7 62817 54.350 33.7 643

平 均 56.363 883 629
即ち剝皮せし!ヒノキ」村は經過日欧平均630 口にして原禾址に對し平均34.6 %の減少 

を示し,「サハラ」材・は經過I I数629日にして惊和止に對し平均38.3丸の诚少を示し全く氣博 

狀悠に達す。而して「ヒノキJサハラ」材に就当乾聚の經過狀況を觀れば造材•以後平均100日 

にして苫しく迅速に水分の發散を惹起し,殆ミ此期間中に氣乾狀悠ローヒノキ」の絕對乾題 

叶に對する氣乾材時含'水H:は18.9 %にして「サハラ」材・の絕對乾燥玷に對・する氣博材け含・水
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飛は21.0%を示す;)に到達するものにして.供試材中他の辭•潤葉酬に比すれば,特に生 

材而後の乾燥程度店しく迅速なる性質を示せるは(林臨ス瑚炳・笫・卷帝二眺会照)曹如造材 

衆扱上最も剧卷すべき耍點なり。

玆に本訶査試驗に隅する各凋査地別供せ材の県便止に野する気乾材時水分诚少打を示せば 

共の成紡必十一表の如し。

笫十一表 原如::か二封する水分減少率(％)

番盛出張所名用お也名柱?；('

伐

伐問

咨 伐

伐1尚

皆

〃

〃

捋

〃

皮付材295 
剝皮材32.0

皮付材满 

側・材31.5

伐

反付材29彳 
剝皮材24.9

伐
〃

原"呉紀沿叩發舞陽備 

昭和:,三年度供•段材くヒノキ)

1 上 松 メミノ木 &付 247 255 31.0
た 〃 剝皮 232 2G5 34.09 道 川 皮付 212 20, U.5

剝皮 203 2G0 33.4
:; 王漩 M 川 &付 202 233 23.0

〃 剝皮 189 238 32.5
4 漏P川 皮付 184 255 24.4

〃 剝皮 207 250 29.2
華 均 270

n. 瑁!11=(四邮度供滨材(•ヒノキ)

* G 竅 覘 小木件 皮付 (】95) ¢205) (.20.4)!
〃 剝皮 (152； <207> ¢85)

7 5f W 岡 寺 皮付 252 307 33.7
' 〃 ・ 〃 羽J应 222 3C4 34.3

8| 三園: 植 共 攻付 281 241 25.2
1 H 〃 羽度 25G 255 2P.7
A 灼 ■ 310

(サハラ>

* 6 廠原 小木您 攻付 (184) (295) (153}
II 剝H£ (137) C2U9) (6.9)

7 野 尻 阿 寺 付 235 330 32.5
tf If 弱反 246 «〇! 26.1

8 三 VA 柿 •其 皮付 215 249 25.6
ff 1/ 剝吹 200 243 23.6

-- 二—

A 均 270

由 り …1査地戒’«(料は生材旺却;との制定な抉<な以てイ:成微より除く。
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共戚伯に依れば「ヒノキ・鎧Hは昭和二,三年度材に於て生材時に対し平均27.0二の飛宗減 

少审を示し・昭和三,四年度材・に於ては平均:;1.〇:・の減少やを示せり。而して「サハラ」材に 

於ては平均27.0 %の,「ひ止減少唾を或はせり。

更にWせ及称別即も皮向け並に側皮材に就»兩年度に於ける小:;!t減少率平均値を飮れば昭和 

二,三年度材に於て皮一牯22.号:,剝皮材31.5再にして,nafiJH,四年度材に於ては皮仲材 

29.5 ;、•剥皮付32.0二;を示せり〇是寿は何れも伐採造材成後即ち生材時に對し平均約280日 

る窗過せし當時の成価にして.貯本埃に於ては陸I渺!・才/y法に依るものなり。

既に當比に於ThVJ.Wし大だドー年度材に於ける水分測定試验成賴に比校對照すれば,剝 

皮造む・は極丸て類似の經過狀況を示す。(林お试驗用告必ーな第二號金照)

而して皮伺造母を側友造付に比帔すれば乾煉の程度比岐的迎延し,尙供試材中には気乾狀 

態に到逹せざる狀況を示すものありT・更に是れを少铜»放迎し,同一經過狀況を以てすれ 

ば以後約200 EiCして全く氣乾狀態に達すべ勺傾向を示す。

因に水针師料地各地より代出せられつ・ある嘗通造材が,伐木作楽地よ。貯木場(翌住, 

熱III兩出張所部内)迄輸送・せらる、ために要する日敬を做石に,習通拾間月さ爲すを以て, 

本供就材恰送中の經過は昨通造材に就m全照し得べ由ものなり。

讯 造制,取扱利別に依〇就燥の程度

皮付造けが側皮造材に比し輪送中に生ずる水分減少率の苫しく僅少なるは废に敍上せし成 

斜ニ依り窺別する處にして,從って造材・取扱上格接なる關條を有すべし。

然るに,實地運材怕eに於て一般造材は山落,集材,積攪,軌道检送或は穀道檢送共他の 

作業方法に依り順次巾观に搬出せらる、ものなるを以て,造材取扱稲別に基き枪送中に於け 

る币技減失の狀況を如るは1快匕ら妾にして,IL又木调査の要片たるを以て造材取扱初別に 

依る炫燥の程度を各調住地別に找栅況を示せば次の如し。 •

A.昭和二,三年度(必一回副査)供試:材

(1)調査地 ズミノ木(皆伐作業)

六月上旬より七月上旬に至る共IW中に伐採造材せし試材は皮付材,剝皮材に大別して暫く 

皆伐地に放置し順次搬出せしものにして,上松運輸出張所構內土揚地に到齐せしは九月上旬
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第ドニ表 I:松城出版所土想に於けろ調査

より十二月上旬に及べり。尙當地より值江貯木場宛に我送を終J•せしは［•二月下旬にして.

其期問中に於ける生材時に對する水分減少率ミ經過同跋さを封照し其成甘!をがせ・•め十・出 

の加し。

伐 
採 WI 
冏

不 H n

上松巡恠出殺所精内 【:壻Jta
± 専 E 土 塢 飲 :

别 関! MStt R tt !米分論少・ 割 岡 n kn !；:封日家乎却")| (. ' ' • 11 -小均,>

! 刹 攻 材

26.26—6.30 9.12-12.17 70
80
90100170

が•526.725.7
28.527.3

10.5-12.25 100 2S.VJ30 30.4
H>0 27.A170 29.1；180 2!),9

平 输 273 293
H 攻 付 材KT32.G.30-7.11 0.13-12.17 607090

J50

8.18.110.1113.-1

10.5—12.25 90120130
】" KM) 170 1

10.114.313.1
19.012.4115.7

平 均 101 M3
".埸地に於ては取扱種別侮に橫世し,到苫,發送！!.¥の页他を秤;止せるものにして,其成結 

に依れば剝皮材は經過日數70【1にして旣に平均28.5 の水分減少率を現はし,經過II數 

170日に至るも平均27.5 %の水分減少率を示すは,即ち生材が上朗着以前に略,気乾狀您に 

到看せしものミ※め得べし〇而して發送時に於ける水分減少率が前者に比し著しS波少を惹 

起せざりしは更に北理を筮する・時に土場地に滞在せし期間中には忧しき・乾煥を生ぜざる 

を知る。

之に反し皮付材は同一琅扱方法に依ろミ雖も經過日數L丸日にして俺かに13.4%の水分減 

少率を示しI絶平灼値W.1%に過ぎざるは即ち皮付造材は皆伐作業地に於ける•乾煥の程度您 

しからさ‘る事實を證するものにして,經過日激の地大に作ひ減少率も亦副R大するは乾燥程 

度の浙次に増進する傾向あるを示すものなり。
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く“>片上貯村法に依るしの

更に供せ材,を上松逑怆出弭所上招地を終て袋江貯代电に枪送し陸上並に水中貯M•法に大別 

し、诚临終J•選に至ろ明間中の水分诚少ドを求むれば笫十三殳の如し。

必十三 表 说対郁対別に依〇乾燃の經過狀況

伐 上松怆!H
探

土 場 J¢ >1?
・叫 仰 編退水分波少罚:""! -I t. 11费(平均,％

米街 ± 場地 败住山强所務江せ木昭

1: 埒 瘁 セ ・'・閃・冶冰分波少:’

T『 曜西礬蜜Vザ晶山物い

I• 剁 H£ 材

H. 皮 付 材

Km2G.26—(；.：50 2.9.12—12.17 70 29.1 240.5—12.25 100 2S.9 33110 260 34.024.7 130 33.5
90 23.9 160 27.9

100 2S.7 iso 29.9170 27.3
均 265 29.3 34.0

C°水中め材法に依いの

2.6.26—<5.30 vm a.y.12—12.17 70 2S.4 2.10.5-12.25 103 25.9 ME1 *3.3.20 260 S.S80 京)・7 130 30.090 2S.5 160 27.9100 28.5 170 29.0
乎 均 290 26.1 88

〇'»阵上貯材法に依るしの

2A30-7.il D.UH 2.9.12 — 10.5 6070
90

7.58.232.1
帅 2.10.5—12.25 9012J

150160

7.014.2
19.014.0

f 320 25)260 | 31.926.5

乎・ 均 — 9.4 13-6
Ci>)水申旳材法に依るしけ

29.2
崎祁2.6.30—7.11 2.1H2- 12.17 60 S.5 朗1 2.10.5—12.25 00 12.8 U13.20 250 3.370 8.0 120 14.0 260 2.790 14.8 130 13.3

150 134 150 1S.G1B0 10.7170 16.7
半 均 11-2 14.5 30
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典成續に依れば側皮材は上松混惟出張所土馬に到?;:せし明間中に件にJI弛半以上の水分を 

拔放し,土埸技送時には平均約29.0夕,に及べり。然るに貯木出に於て险I•・む村(手川・地にー 

列に配32す)を實行せし囲佥は其減少率:;1.0;.に至り,殆ら氣乾狀知達し. 邱の醪化あ 

器めざりしに反し同一方法に依り栓逸せし試材あのもに水中貯M (後税さなし.JI I:に石を 

彫Rね全く沈没せしむ)を施せし、念は生材":に村し平均m"づ水分減少矩を示せり。即 

ち一旦水分を發放せし貪材は再ぴ吸水に因り生材踏狀態に接近したるものにして•,湘中に 

は全く生材峙s均等なる合水fitを保つに至れるものを生ぜ〇〇

及付材も剝皮材さ同一方法に.や句叫及ひたるしI羽發遂に際して平均約» i ’の水分哉 

少率を示し,之を陸上貯材方法に依弗;外に版敬すれば,初めて平均29.2んに達し•頌:皮け 

に於ける土場發送琲ミ類似の狀態を示せ如 然して水中貯材•方法に依る我今は平灼:が),: 

復し略,生材時狀態/等なる水分含右率を示すに至れり。

之を換すすれば剝皮材は伐採造材・立後水分の度妝秘しくして,既に皆伐作架地匚放押せ’ 

れたる期間中に略よ気絶狀您に達し,以後漸次水分を诚尖し經過日數260 口にして全く知範 

狀態に達するも,皮付材は伐木作業地に於ける急激なろ乾聚を防岂 徐々に水分の發放を惹 

起し,伐採以後260日を緯過するも尙気乾狀態に達せざるものにして,之を“J及的速かに水 

中に貯材すれば生材昧に近似する狀您を保つを知る。

又剝皮材並に辰付材に就き水中貯材方法に依る吸水現象を段るに,生材吟に對し興• 1 
迄水分を發散せし氣乾材さ雖へミも,是れを水中に貯材すれば最少9〇11以内にして小材財 

狀態に復歸せしも切多ヨ成績より考察し,「ヒノキj材•は含仃する水分の發歆比皎的冲し溝" 

吸水作用も亦速かなるを證するものなり。

斯くの如く「ヒノキ」材中に存住する水分が気象的因子の绶化に仰ひ速かに發啟,吸收なる 

現象をなすは共の特徴さ謂ひ得べくして,既に當揚にて調査せし成績に依れば,此の现象は 

特に良材に於て甥i 苗なるに於ては益!造材险遂中に虫ずる乾燥に關し卻息すべ言場合多mを 

知る。

(2)綱査地 餓 川(皆伐作業)

白六月下旬至九月上旬期間に"〇て選定せし供試材は,Kiもに剁皮材及ぴ友付材に大別し 

て麻垂Mを測定せしものにして,生彳オ時に對する彪燥の經過を示せば第十四友の如し。
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消!•四安 什:粟地より」•.松運柘的飾土也地到着並に發達に至る

仙川中生材母に對する造村乾迎に因る水分減少宰

低探期冏 涸定W岡
上松運 tit 出米所土場3也

罰 ____.：. T～—e 8～―
n * JI n H退II飲滴粋養 終過1I敬御少養

I. 攻 材MT3 2.0.2S— 9.18 rm2.V.I3—12.20• 3040 
GO 70 so

20.013.023.610.521.3

150110120130

37.022.531.622.5

平 均 19.4 25-9
H.攻 付 村

A1”2.7.17— 9.15 2AL13-12.20 •107080
W)

5.33.G2.2
0.9

100 no 120 130

4 5
2.24.4
2.7

平 均 1 3-0 35
其成績に依れば剝皮材は經過「I數30日乃至80 口に對し,平均I9.49¢の水分減少を示し, 

1〇〇日乃至130【Iに對しては平均25.9 %の水分減少を示せ。〇之に反し皮付材は前者の羽合 

に於て平均3.。 %,後苫・の战合には平均3.5 ^〇)減少を來し,兩取扱钝別に依る洩災比較的 

大なるを示せり。

更に供試材が猿江貯木揚到若以後,畦上並に水中貯付せし兩!U扱法に依る乾燥の程度を示 

せば分十五表の如し。

共成紐に依れば側皮材は上松土也地に於て經過日數100 11以ドに於ては平均20.4芬,を 

100【】以上の經過LI吸に對しては平均25.0ジの減少率を示せ"足を猿江貯木場に於て陸 

上貯材をなすS台は平均32.7 %に诚少せしに反し,水中貯材法に依る坎合は4.1券にして其 

差拠顯样なるを視る。

皮付材に於て含水』止の減少楓めて僅:少なるは,主さして樹皮が水分發放の防Ikに對し効果 

を現はせるものにして,又供就材は濁川沿岸中濕潤なる地域に便立上集H•し,浦次搬出せし 

爲め位故的因子ーの影舞も亦大なるを忍め徂らる。即ち皮向材は經過II激60日乃至120日に 

して平均3.3 %の水分減少を示すも,是れを貯木璃に於て陸1」こ蛤材すれば平均23.3 %に減 

少し,而して水中貯材せし場合は僅かに平均 孫％を示し 生材•時に努すろ水分減少率極め
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て僅少なり。

第十五妾 貯材孙須別に依る乾:皇の程過状況

伐妹期冏
n a

.1.松 運捻 出 聚所 土 « 地 吧住出强所城江貯木場

湖定期冏1 n 〇
£招日數水分減少・率m n vr (平均)必・站H敬水分波少军分5EJJU 

平妁)% * it tt 任過H畝 水分波少率
(平均)芸

I. 關 & 材

(«)陸上む材に依るしの

2.6.1S— 9.18 "・13-12.20 33 18.4 100 300 3.3.20 180 32.840 10.2 110 20.0 细) 1 33.450 22.2 120 31.1 240 33.260 25.3 130 23.5 250 31.270 21.2 150 20.4 260 32.9
L 80 19.1

平 均 225 32.7
<!•>水中R?村に依る(,の

混・18 — 9.18 纨13— 12^) 30 22.8 100 23.1 313：；.：；.2〇 180 •L240 1-1.9 120 邸•2 220 5.4
60 21.7 J30 20.3 240 3.289 23.5 140 27.0 253 2.4
90 16.5 2W 6.4

平 均 218 , 41
II. 皮 付 材

〇)陸上©材に依るもの

2.7.17—9.1.5 i心さ2.9.13—12.0 00 3.4 100 5.7 S.20 180 | 21.4,♦ 70 2.8 120 2.6 220 洲.1
80 2.0 230 i 23.0

23.2
平( 均 33 233

(.>•■)水中J»材に依るしの

2/7.17- 9.15 '110.9-12.20 60 4.9 100 3.5 腺。| 180 1.380 3.0 110 1.4 220 5.2
90 7.5 120 3.9 230 0.51：!〇 2.0 240 6.4

140 4.0
平 妁 38 4-9

3.凋査地道 川(神は備林間伐作架)

本調査地は地形緩I蔭弄にして仕つ林内は比絞的混潤なるミ只に,造材は皆伐作業に於ける
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が如く炎尺に曝さる、样會少く,從って乾燥の程度僅少なるもの多し。

供試材は何れも六月F旬に伐採迎材を終了し,ー畤林內に放置せしも棕送の關係上9月2
1H赤澤伐木厚所前上埃地に秽し.I1月25 ||に至る約ニケ月[Il施俄せし後發送す。

斯くして生材浙よ〇 I••松遞枪HP張所土珊地に至ろ我間中に生じたる乾煤の程度を示せば共 

成箱第十六公の如し。

術 十六 表 生材雄より上松弛餘山決所土现地に至る期間中に

生じたる水分截少率

伐採期冏
上 松ns 帽出米所 土堤地

TH m 1 野 送

* n n 明 !m* n « i 岡"1都噁" 期…『經削・ 示分M少率 
く平均)％一

I. 皮 材

S?1 6. 25 典.2〇1 170 21.2 、・二2.12.20 -12.27 1S0 21.3
II. 皮 付 材

2.6.24— 6.25 MfJ 2. 12. 20 ISO j切F i5.1 2.12.20—12.27 | 1S0 5.0
即ち例)戈材は生材・晴に對・し平均21.3 %の水分減少宰を示せるに對し皮付材に於ては僅が 

に平均5.0つの減少を示せろにI上・る。

斯くの如傅成績を粽たるは主さして造材を放践せし環境に起因するものにして,更に同… 

供試材に就9倨1:好木歩到祈・の.[:陸上並に水中貯材せし也合,兩者の乾煙に及ぼす莲抛を示 

せば只成赣あ十七友の如し。

共成詞に依れば緬艾材・は上松述洵I噸所土埸地に於て平均25.0 %の減少率を示せるも, 

足を猿江貯档到卷後陸上貯材をなす也合は平J勻30.4 %に到達し,皆伐作楽地に於ける剝 

皮材・の水分減少率3丄〇 %に比帔すれば猫僅少なるも,junrwしう羌据を認めずして略々気 

乾狀態に達せしものM考察せらる。之に反し水中・;:材は僅る、に平均6.8〃の減少を示し,乾 

燥の程度僅少なり。 "

然るに呢付材は陸上好材・に於て僅かに平均8.8那の減少を示せるは作架法さ柏俟って造材 

帽送上留意すべき要項にして,特に是れを水中貯材せし以済は平均4.5 %の減失に疋るを知 

る〇

4. 调直地 潮戸川(間伐作業)

本調査地も亦神宮備林地域內に脯し地形比絞的綬頭斜にして林內・洌なるを以て道川調査
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地に於ける埸合さ極めて類似せる環堂を示す。

第十七表 mm 別に依る乾幾の經過狀況

玆に伐採造材地より上松運輸出張听土場地に至る期間中に生ぜる・乾煉の程度を示せば第十 

八表の如し。

上松面佐H1弦所土奶堆 :'E:出扱听演江む水塢
比»引冋

早月0
―«_ 
期(B11 n
飛爾物® パ聲喺輙吧h訂

I・到 皮 材

〇)陸上n?材法に依るしの

2? 6. 25 1 RE2.12.20 170 つ25.2 2.12,20-12.27 180 125.3 1 3.3.20 iin；l 30.4
C»»)水中貯材法に浜るしの

釁& 25 CH 12.12.20 | 170 «11318.3 2.12.20-12.27 180 MU へ18.4 3.3.20 200 0.8
n.攻 付 村

(“)味上貯村法に依るしの

2.624—6.25 2.'12.20 170 2.0 2.12.2() —12.27 180 | 2.(； ? 3.3.20 2G0 s.s
く1,)ホ中盼村法に依るしの

2. ' 6. 25 »irn2.12.20 170 7.5 2J 2.20-12.27 ISO 2.8 £(3.20 郭〇 4.5

笫十八表 生材時より上松巡検出張所土製地に

至る期間中に生ぜる水分減少率

伐採期岡 

n a

上松 iiE 枪出裁所 土 址 地

到

期 間
M 一 

龊II數|絲警螢

_J»____ _送
舛 岡1耕渦口歡!水々誠少辜">1 » れ创1瓯ぐE)%

I• 剝 He 材

22.29— 7.14 ,一 — 2.12.13—12.25 150160 2«.〇20.5
平 均 23.7

H. & 付 材

2.7.14 — 7.14 — 一 — 2.12.13—12.25 140
150
160

-1.2
•132.4

平 均 3-7
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即ち上松述慌出强所發送叫・迄には剝皮材は平均23.7がの水分读少率を示せるに比し,度 

付材は依かに平均3.7纭の水分減少亭を示す。

fAllnl-供,阳寸に就さ装江貯木揚亍い;後陸上並に水中貯材法に依る造材乾榛の程度を比較す

れば其成結第卜九表の如し。

沁十九表 貯材種類別に依る乾燥の經過狀況

じたるも是れを貯木揚に於て陸上貯材を施せば終に平均32.0%に诚哭し,略よ気乾狀態に 

達す。然るに水中貯材せし揚合は僅かに7.7 %の減少に過ぎざりしは吸水作用に依り略上原 

如:宗に等しく堆加せしに依る。

然るに皮付材に於ては陸上貯材法に依るさ雖も平均24.4 %の水分滅失を现はせしは初明



34
に於ける游程娜少なるに起因するものにして,尙陸上む材法に依り造材を外ら.I中に放盥 

すれば終に平均35.0%以上の減少率を示すに至れ〇〇之に反し水屮貯材に依る也合は惊帀・ 

加二對し却つて平均2.0%の境大を示せるは,何れも初啊の乾燥僅少なるに主因すらものに 

して,調査地懲川に於ける場合ミ同樣是れを皆伐作業に於ける成捌さ比胶州Kければ,綬材 

乾燥に對し著しき走異あるを塚めらる。

B昭和三,四年度(第二回诚査)供試材

昭和三,四年度(第二回剩爲供就材に爛しては「ヒノ +」サハラ蹙材に就土剝度朽並に 

皮付材が审業上功程に及ぼす繚普的馮係の比帙親査を王11!技なす七,摘ほ前年度淵住に的し 

調任地の違するが13め,生材卩・予より徳送並に貯材方法の云次に墓く造材乾燥の程疫を 

知るは,本弱在試驗成績の比較對照に便なる:sm峙に¥業I•・全考に資せらる、處多きを思慮 

し,同一方法に依り謳査试!敦を施行すろものさ!3せり。(但し猿江貯木場に於ける好材方法 

中水中貯材の陽合を略す)。

玆に各調査地別に經過日數に對する造材弦:燥状慫の槪妥を示せば次の如し。

(I)凋査地小木竹(皆伐作業)

木調査地は當錢年度皆我作業地内に選定し,剝也材亚に度付材に就9兩若が實地作業上に 

及田す功程間査をなすミ共に歧如川測定を行ふものさ13せし・し 地形急峻にして測定困帝な 

りしがため不得己味咐川流域に集材の後第••回币W:を測定せり。從って生材听此吊:の測定を 

铁き,他の訓査地に對する比校上玆に資材乾燥の經過狀況を除く 〇

,(2)翘奇地阿 寺(皆伐作架)

木調査地は當該年度皆伐作業地内に設定せり。「ヒノキJサハラ」に就れ生材呻より猿江貯 

木場に至る期間中の乾燥に依る含有水分の減少伞を示せばM成結第二I•我の如し。

其成績に依れば「ヒノキ」皮向材は野尻出张所構內土馬地に逹する期間中に平均〔財%の 

滅少率を示し・是れを猿江貯木」易に於て峠IW材せし埸合は經過!！數平均300日にして平J勻 
37.5 %の水分減少率を示せり。剝佼材は野万［出張所構內土場地迄に平均29.3 %の減少やを 

示し,猿江貯木埸に於ては平均34.3 %の水分誠少率を勇はし,前者・ミ同樣略,氣乾狀惩に 

達せり。

「サハラ」造材・に於ても亦類似の成績を示し 剝皮材は造材克後に於て比較的危激なる乾煉 

をなす。
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後に原朮舞な測定L母ざりI Iのた含むに构る。

伐探期間* n n

席二！•表 貯片环顼別に依ら花蝉の經過狀況

好W JU 我所構 內土码 tt 住 HI M M 1£「1 5
溜定Ji II 

<» 1 II_ 1 紐過H散 水分池少卩 
孑印・七・ :% |的ゆ辎灣

備考 ,サ’、ラ旅IJ皮村中水分滅少求の他に比較して稽僅少な〇は歩業都合に依り立水伐倒直

1 薄 付 耕K1W 3.4.!)_ 5.18 3.8.1111.18 的
100110130
U0
1(101S0 1

12.611.517.S20.3
20.720.318.7

•l'1：!. IS SO) 
340

33.141.9

平 均 174 37-5
II. :W 皮 材

3,5.17— 5.111 3.211—10.1(； 譚 
110

27.332.0 1
28.6 ,

WI34. 3. IS 300

下 均 29-3 34.3
サ ハ 7

】. 皮 寸 材

3.46 — 5.20

_ 1

35.22—11.1S 63701501S0220

4.9 13.-1 
23.0 13.0 1G.S

htm4. 3.IS 300S40 30.233.7

平 均 13-6 32-0
II. 幻 皮 材

g、、：：.5.2〇— 5.23 •UC13.7.27—11.18 6070150170

21.720.2
18.716.8

ヾ 3.IS 301) 20.1

平 均 20.9 261

(3)調査地柿 共(皆伐作業)
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木剧査地は當該年度皆代作業地内に迅定し「ヒノキ」サハラ」他オの剁皮並に皮付材の作業

功怨に及任す陟供調査を主眼ざなし,足れに農聯して造材帀:敢业に乾をの経過を调众せしむ 

のなり。其成就第二十一表の如し。

第二トー汲 貯材科a別に依6乾燥の經過狀況

唯住出派所狼江貯木ゆ
伐採»i問

材付

野况枫我所構内土場

湖定月H 行知“し水分波少お涸を月U
孕1( 0 扁归昨平均〔％) " !- „ 燃"數ノJ綴勢

皮

3.112— 7.28 3.10.6-11.26 100130 15.018.0
MP4. 3.18 卵)240 22.4 28 3

平 均 16-5 25.4
II・ 剝 度 材Rua 3.6.28— 7.13 8.10.6-11.26 10：) 

no 120 130

25.4 
22.0 2〇.!1 27.4

r3. is 2：J〇 253260
2〇.730.027.8

平 均 256 295
サ ハ ラ

I" 度 付 材• I3.7.14— 7.25 3.10.4 —11.20 100 no120 |
9.1

11.911.6
え":J.18 2：J〇 2-10 24.427.1

会 均_______ 1 109 258
H. 剝 攻 材

3.6.30— 7.28 3.921—1L2G GO100no123130

25.4
13.717.5
14.420.7

代1#4. 3.IS 230
240250200

23.2
22.124.625.9

平 均 18-3 240
其成績に依れ戚ヒノキ」造材中皮付材は猿江貯木場に於て陸上貯材を施せし埸合は原应依 

に對し平均25.4 %の水分減少率を示し略:気乾狀態に達せしに反し 剝皮材は野尻出弟所 

土・場地に於て旣に原重な:に對し平均25.6%の減少率を示し,猿江貯木場に於ては平均2"

孔の減少宰を現せり。
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「サハシ造打に於ても亦類似の成粕を示し,皮付特は剝皮材に比餃し乾燥の經過蕨漫なる 

を示せるも.值江貯木的二於て陸上貯材を實施すれば兩昔には著しき差異なくして略t気乾 

狀態に到達するを觀る。

足れを要するに•ヒノキ厂サハラ」剝皮造村は何れも伐採而後に於て著しく迅速に7k分を發 

散し,轍次叶日の經過さ興に其程度を軽減し•終に知乾狀怨に到達する性質をも・するは,本 

黒・成街にぶき窺H1し得る华實にして,又 2•気乾狀態に達せし貪材さ雖も;iれを水中に沈 

hrる昨は代採if［後に於けろ水分發故の程度に劣らざsmnを以て,生村時含水底に略« 

等しs迄吸水を】sす現条あるは造材に生ずる干割に間密し共に創意すべき耍點なb〇〔n菊 

七罔至旅十閻冬照〕

なるに「ヒノキ「サハラ」及付造材に就き乾煤の狀態を翻るに,樹皮は水分發敞あ緩慢なら 

しむろ作川大なるが峪め.剝皮造忖に比較すれば代採當時に於ける水分減少率に苫し营差異 

を生じ.急激なる乾爍を防止し得るミ雖も.是れを貯木場到齐以後陸上貯材方法に依り大氣 

中に曝露する時は著しく乾燥の程度を増進する便向あ〇を示す。

斯くの如き現笑は堆竟不安定なる生材峙含水底が位!a的柴I帙狀況に適幽して因定せらるべ 

さ氣乾:材時含水确に到達せんさする經過狀況な〇を以て,勿診造材各個おの取扱はれたる位 

此 方法に依り差異懸隔を生ずべmものなり。即ち本調仲成績の示す如く天然林間代材は皆 

伐作菜に依る造材に比し,乾燥程度僅少なるが如さ又皆代障建地或:は上也地に於ける造材さ 

雖いけ接啜光のめ:射に嚟さる、事なく,湿潤なる林地に.放!aせらる »岛分或は下城せられた 

ろ場合は乾煥の程度拝しからざるものを實見し街るが如し。

故に實地1泌上に當りて本弱住成紡を会照し以て林業經飮上最も適當なる作:粟法を適用す 

るさ共に各地に顺應する伐採咕期‘造材取扱方法等を考究し,可及的に乾爆に仲ふ干割を防 

ぎ以て材價の損关を軽減すべきものなむ。 .

ん 供試材の徑級耘に品等内同I:に及ぼす咖係:

一般に同一崩郁に就9造材は其容積を推大するに從ひ仓有水分の發故比候的皺慢なる性質 

を有するを以て生材が乾燥に依り気乾狀您に到達するには比較的多大なる時nを要するもの 

なり。又共容曲均客なろ場合・には其品等低ドするに從ひ币並を堆大するは主さして節其他の
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瑕疣を包蔵すろが15めなり。斯くの如く芯材は奔税の大小に依〇低採の通連及び品$に固り 

弟・低に差英あるは「ヒノキ」「サハラ」に於て(,亦忌めらる・件賞たるを以てELK须竹・の帳 

送业に取扱に爾しては留意すべき囚子なり〇

然るに本調在成なに依れば實地华某I:「削防止カ法ミして皮付村三なすを木祠 れ 

たるも,足等龍材收扱方法の利｛別に依り或仙材は剝別材に皓し既にに於て"‘の咐 

大を生ずる成知を示せるに於ては,尙ほ造村・の大さ,世に品普に依5吊:の坦減をも亦好慮す 

べきR子さす。兹に本調査成徴に依り牛材並に氣低枷う供M材撮級別平均砒;:をイせば其成 

純次の如し。

因に本調区に於ては特に各復拔別に就す均辛なる供,山•才本敬を採集し粽"Z 〇し13 ••',成曷中 
•五木以下の供沆材に依る埸今を()を以て現はし,";:は造材币:代の平均値を以て示す«的 

ほ徑級は景住出狼所狭江貯木場に.於て測定せし抜加實在成結に依<!て大別し使’負:I-JL.J Uを 

从準ざする各径級別匝代帽減率を笄出せり〇

第二十二及 「ヒノキ」戍糸腮材疝級別平均巾:底比較表

阔壺地呑號 I 11 H! IV VI VII VIII
調在地名 フ:ミノ木 道川 缺川 瀕P川 小水it M ・将 柚 共

作業特別 皆 我 ra 竺・(楠我 虬ー伐ーU 土 * _伐J! 一伐
普加喘瞬珂辭璘隅灘嘅襯嘟燃

6 生 — — 110 36.8 — — 1 -1 一三 ー -1 -
魚施 — — 6G -15.5 一! 一 — — ー ー — — — —

7 :兆 (139/ (32.2, 139 27.6 141 28.8 12<； :!0.0 1GD 32.4 —
範乾 02 * 28.1 — — 89 29.4 1»6 27.8 lit； 30.1 102 | 37.0 -

8 〇・ 167, 18.5 (18«) (0.9) 162 15.6 164 17.2 1GU 11.1 IU3 22.8 207 18.8
能华 119 7.0 105 10.7 126 5.3 14(； 12.1 128 21.0 14：；'19.7

9 生 ? m 〇 174 〇 192 〇 198 〇 180 〇 250 。 255 〇

嵐乾 128 〇 12I 〇 I2G 〇 133 〇 106 〇 1«2 〇 !78 〇

10 生 2-1G 20.0 223 28.2 230 19.8 203 2.5 一 ー 270 S.0 31-1 23.1
忍乾 164 28.1 1G4 35.5 158 25.4 141 6.0 — — 182(12.3 223 25.3

1I 生 272 32.7 (283, 62.G 264 37.5 205 33.8 — — —1 — 347 36.1
条乾 101 49.2 — — 178 4L3 168 30.3 一:_. — —266? 48.つ

12 生 (3011； 50.7 (281；G1.5 — — 311 57.1 — — (376; 50.4 ——
仙乾 (212)1 65.0 227 87.0 — — 212 59.4 — — 289 78.4 ——

狷 !t 地希 52 vr VII VIII
共

代 卅 伐

12

1OS
99

118
109
145
135 
顺 

151；

33.6
34.0
17.3
16.7 

〇 
〇

15.4
19.8
24.S
14.8

仲 撃称 別

小 木 件 阿過 な 地 名

九寸対に野するI攻 K 九寸材に射す-る 
孤汕増波率％ Im 用景电沖率％•R

沛

嵐 乾 材

生 村

氣 乾 村

悌

35.7 11 — 一

06.6 - —
29.0 162 27.0 1-12
30.1 115 28.1 107
13-7 185 10.7 177
15.5 135 15.6 135

〇 222 〇 214
% 160 〇 162

26G 19.8 247
191 19.4 194

— 335 50.9 (367)
20G 66.1 186

1 — 376 09.3 —
290 87.0 —

冷二十三& 「ヒノキ」皮付造材徑祓別平均亚址比較表

笫二十四;< 「サハラ」剝皮造材徑級別平均RWセ絞我

39
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第二十五化 「サハラ」皮付造材疝級別平均敦よ比鮫表

曲住地芥貌 VI vn I yin
浏壳地名 小 木 曾 岡 冷 伽 共

作業租別 皆 仅 皆 代 皆 伐

徑後生材,気乾 
角>材の停別W爲噺鬻芝 市呆 (V)温膈電顶兌備就混’
7
8
9

10
11

生 材 

氣貌材 

生 材 

氣乾材 

兆 材 

気乾材 

生 村 

氣乾村 

生 材 

気乾材

155
130
203
174
218
185

28.7
30.1

0.9
6.0 '

〇
〇

-

一

—1

188
113
227
131
282 
103 
318
199 
358 
240

33.3
30.7
17.7
17.8 

() 
〇

12.8
22.1
27.0
47.2

155
120
175
133
23!
10S
2«1
190297
231

32.9 
3H.0 
24.2 
2J8 

〇 

〇 

10.0
13.1 
28.6 
27.fi

其の成緒に依れば徳級九寸に樹する造材平均i砌tを便底上幕準さ想定し,是に比し他の從 

級別平均!R任の増減率は生材狀態より氣乾狀態に至る範圖內に於て各供試材・が均等なる水分 

を會有する揚合,剝皮材に於て「ヒノキ」造材は徑級八寸材にて約15.〇%徑扱七寸材にて 

約30.0%径級六寸材にて約40,0%,を減少するに對し,徑級ー一尺材は約20.。 ；-I徑級一尺 

一寸材は約40.〇%,徑級・一尺二寸材は約60.〇%,の増加を示せり。「サハラ」剝皮材に於ても 

亦類似の成瑟を示し,玆に各調査地に於ける成钠を綜合すれば第十一岡,第十三岡に依］示せ 

ふ關係を有す。

是を當局材我計算表に基9各徑級別材模を算出し,比亚を均零さ見做して敍上の關係を求 

・むれば近似の成績を示す。

然るに皮付材の後級は曲尺場を一部側J交して足を測定せし成超なるも,其氓低は抜付の儘 

え秤ほせし成績を以て示す。

偷本调査に供せし試材に就m造材時「ヒノキ」「サハラ」樹反の摩さは縫級別にオ異僅少 

にして平均七耗に該當すると共に其比正は造材比如:と略々均等なるを以て「ヒノキ」及び 

「サハラ」皮付造材に於ける徑級別如止增滅率は例皮材に比修して和"低诚するを加る。(猝 

十二圖第十四圖冬照)
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笫十一崎「ヒノキ」知度材・の九寸材を基準 菊十二囲「ヒノキ」皮付材の九寸材を基準ミ

させる禾〕正帽诚牢 せる无Ji腳率

第十三即「サハラJ倒皮材の九寸材を瓜準 

させる如:依増減率

第"四t3 「サハラ」皮付材の九寸材を基準さ 

せる版紙增減率

径級く寸)

12
徑級く寸)
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斯くの如く造材很級祕別に依り)R届の増減を生ずるは造材松送I国及I:考慮を姿すべ,因了・ 

なるも,明に造材・の大小に依る匝は比近)の阳诚は含有水分の的減にのみ起因するものミな 

し得ずして,資材の品等ら亦其闵子 0 ペー3ものなり。

玆に本調査成钺に供せし資材に就あ環〕听木場檢由成鎖に依り,資拷品等別平均］匕兩•を求 

むればK成鎖第二十六我の如し。

第二十六表 ヒノキ,サハラ材品莒別平均比血比較友

其成績に依れば「ヒノキJ・サハラ」造材は品等低減するに伴ひ比亚を圮大する傾向をイ了し,

樹 種 取a補 品等
生 村 時 Wが 材 時

謂東木敬 IM «xw ,".い:： 比 5

七ノ キ 段付材 上 
中 

殖. 
T 
次

14
72

110
W

64.7
68.5
71.3
78.0

3 no
«〇75

48.4
50.4
55.5
59.1

〃 削段村 |上 

中
亚 

下
次

29
87

10474
1

62,5
63.3
65.5
68.1, 
00.4

彳

3948
01

1

•12.7
42.5
49.3
53.2
55.4

サハラ 提付村 上 

中 
业 

下 
次

23
G3
3

一70.8
70.1
80.0
89.7

2 :*>2
G0
3

53.5
52.1
00.1
06.3

ー〃・
剝Hi材 ー上 

中 
业 
下 

次

5
28
50

〇

72.5
71.7
64.5
69.5

5
27
4S , 

〇

51.3
M.5
52.8 
时3

一般:に上材は比禾比較的軽少なるを認めらる。

因に昭和二年度覺住出版所に收納せし「ヒノキ」材品等別材跖匕率に就当例證を示せば第二 

十七表の如くにして,品等下材は其過半あ占むるを識る。
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第二十七表 昭和二年度「ヒノキ」造材•品等別材戯比率我

仅出 地
比 率竺

調査總材赣
上 中 史 下 次 稣

± 松 1.1 8.0 155.4 61.7 3.8 100 3,53^02
王 彿 0.1 5.9 23.0 66.G 4.4 100 33,696.59
三股く柿共> 0.8 7.0 29.1 59.3 3.8 100 13,405.56
誤 籠 0.1 3.6 21.6 69.2 5.5 100 ：：,：：S4.01

/a 0.0 0.8 14.4 7S.5 6.3 100 1,509.46
奈食 并 0.1 0.1 1.2 73.8 24.8 100 1,007.08
smg 寺) 0.0 1.6 20.1 69.1 9.2 100 686.64
平 均 〇•315 3.857 19.257 68314 8257 57,221-36

6.供訪材取扱称類別に依6乾燃の程度

木謝査方法に基m供試材取扱方法を次の四机に大別し 造材に生する干削防止に對する効 

果を比校;間食し,併せて共經濟的考證に資せんさせり。

(1) 木口に波狀鐵製曲金物を打込みたる揚合。

(2) 木口に白「ペンキ」诊布せし揚合。

(3) 木口に|'］「ペンキ」を塗イ5し吏に鐵製仙金物を打込みたる战合。

(4) 無處理材。

備 考. 蹑裂曲金物ミは幅2加,降さ1枉,長さ30框の践板な波長5牝の波形に曲げッ:も 

めr!リ〇

足等J以扱碰類別の得失に關し閲査せし概愛を記述すれば贝:成績次の如し。

C1)水口に波形鐵製曲金物を打込み'なる場合。

ABC
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曲金:物は造材兩木口麻而の外周に環狀に打込むものにして,金物の兩端はJi.に波を帀・ねて 

打込み金物を密音せしめ込るしの(用岡,ゝ冬照),又他の方法ミして金物な住分なして打込 

みたる場合を設け兩若の得失を比校せり。(附闖,い冬照)。

尙ほ・而の外0!リに環狀に打込みA.Bの坊"混用したるもの(附!a. C冬照)莒を設け 

干割防止に關する効果を比較调査す。

其成績に依れば金物を打込まざる％ に生ずろ大割は金物の鸞味に依り防止せられ•樹心 

より外周に貫通するF割を生ぜずして,小割を多く生ぜしめたり。從って造村木II而よい材 

部に深く技入する干刘を防止し卷る効果あるを依めたり〇

然れさも實㈱邪栗に當りては其實行比較的用雜にして又經•詫的効黑より冇利ミ盛め得さる 

埸合多し。如何三なれば本,剥倍二使用せし金物は•製作價格500本當。19. M (一個當り眾價 

0.038回)にして,普通徑級一尺材には兩木口に使川せらるる個數平均！2個に及び,共債 

格0.45G功たるざ共に之勞金物打込みに妾する功程はー•人一II平均70本以下にして,尙ほ 

造材が貯木场に到オ後金物收除9に略ん同樣の人夫を必要削せれ。

之・の所耍經徴を槪第すれば特殊材に爵する攻扱以外には不利益さ認められ特に皮付材に 

は効果僅少なり。

(2)木口に白「ペンキ」を塗布せし埸合。

白「ペンキ〔は【:柴用祖製品を使川し造材兩木口に逾布せしものにして,作桨•1:便Ti:のため 

小鎌に抽低を移し,願次に塗布するものさせり。歩布せし白「ペンキ」は优もに材中に吸收せ 

られ木材•紐織中に汲透し木口斷币陽閉鎖する關係上水分の發散を甜綏慢ならしめ,從って干 

割防止方法Sして比較的効果あるを器めらる。然れミも前者::同樣途布作業には-II -人當 

り平均徑級一尺材45本に過ぎさ’る功程を得たるを以て特琮材を除立ては之都経泌的効果に 

於て不利なる成績を示せり。

(3 )木口に白「ペンキ」を塗布し更にIIH金物を打込みたる場合

前述せし金物使用の埸合の上に更に白「ペンキJを塗布すれば造材木口兩斷而に於けろ干削 

防止に封しては實駿的に最善の方法さ認め得られ皮付材幅送中金く干削を認め得さ’るものを 

得たり。

然れミ・も實地作楽に於ては一日•人平均徑級一尺材に就m僅かに28木。)功程を;尺すに至 

り前各・に比校すれば更に功程の減少・し。

之禅各種の取扱に依り晳驗的に干削防止ガ法を實驗せしは昭和二年度材中主さして調査地 
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I < £ ノお;及®IIに於て實行せしも刀にして其乾燥程度に陶しては無成理材に比較せし成績 

を求めたるも必林なろ効黑を昭めざり9。尙话布材・料には自「ペンキ」以外に「ロージン,プラ 

ック’•牌席仁「w ージン,プラック」チー、・ン氏「“ージン,プラック」チーマン氏「ビッチ,w — 
ジ:」ー,♦ルサ・ロ ージ)・ブラック」•「ナフサ・w ージン・ブラック」,「ホワイト.ウオッシ」・ 

匝汕r ールター吾あむて牯に「、•ルサ・ロージン.アラック」,「ナフサ・ロージン・ブラック丄及 

「”ールター」ゆは琅も効果あむミせらる、さよも之等各種の琅扱年栗は造甘以後直ちに實行 

するに非されば充分なる効果を收めがざるは供に叙上せし調村成績の示す如く,普通造材は 

伐採以後伐木透时地に放匿せらる、期間中即ち代採M後50日|叩::著しく乾燥を惹起するを 

以てなり。

辫るに伐木造材作某地に於けろ造材は多く轉倒巾:積し步行するだに困嫌なる程無黙たる鬼 

合多くして,造村木I」斷祈に對して之等!の作業:を實行すろはぜしく功程を低減する場合多く 

牯に地形鹼峭な〇卷・斜地に至りては命く不可能なるものあ〇〇

斯く 0611 く造材に生ずる「•削の酬诚に關しては之等以外に尙ほ人工的加I:方法な台に非ざ 

るも.多くは實地作楽上功程に及ぼす闢係比帔的大にして,加ふるに是琴?$種の處理材・に站 

き耕・加)程過狀況を戯るに北成弑節二f・八我に示す如く無慮现材に對し烈しぎ差異を認め得 

ざるに於ては絡W上不利なる點乡きを汕る。

第二十八表 J国及秫類別供試材の生材に對する乾燥狀況の比較

1出聚1 心W生H•响原上松土境KwjSS
樹网 |所名跚汩也名収扱RB別

1 产理別木數;％斷M譲糜缢翼囊陸上［水中

心ノキ 上松、ミノオヾ卄代,皮付1金物打込 20 210 S.S 14.2 :;=1 3.0
3 野為日 20 229 S.2 U.S 28.0 3.2
宣ンさ途!f(j 20 242 9.0 10.2 35.4 2.5
條隱闻 20 240 11.0 II.-' 39.5 | 厲>

〃 〃 " ",剝皮 金的打込 2〇 223 27.0 27.5 32.1 8.0
$ 勢?冷べ 20 225 28.1 28.7 3-1.4 8.2K ン・塗布 20 214 29.5 30.2 34.5 13.1
無窟理 | 2〇 243 28.9 29.5 35J 7.0

〃 王滥帔 川井代,皮付|金物打込 20 n)H i 3.5 4.3 25.8 +4.7
瞥｛冲20 213 3.0 3.5 22.7 4-6.2ン沁塗布
ハ"る 塗布 20 207 8.5 3.6 22.6 +4.8
無處理 20 204 2.4 3.1 20.9 +5.8

〃 〃 〃 〃,剝皮i金物打込 20 11»7 21.1 22.1 27.0 1.2
勢?話会"20 1S7 21.8 22.3 33.3 0.4
乂 ン・塗布 20 228 22.1 22.6 32.7 4 1
誰斌理 20 179 22.7 23.6 32.6 5.4
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7.供メ竹の乾煙に作ふ干割の程度

大正トー年七月木曾綁料地内に於て採集せし「ヒノキ サハラi供試材に就水絕員去嫌畤に 

對する生材珪含水依を浦賊せしに「ヒノキ时平均81.5必,「サハラ,4オ平均".U ;にして又 

大正［•三年三月同鄧料地内に於て採集せる供,式材に就mては「ヒノ十;材平均同侦-.,サハ 

ラ」材平均!12.7 %なる成續を得たり。然るに木跡に布りTは兩年度供试材・の一部に乾ご 

是れを调查せしに「»S ノキ」材,平均85.5 %,「サハラ」村平均104.。 %にして何れも近似の成: 

紹を示す。

足を以て觀れば生材時含水址は「ヒノキ］材平均86.。 %、「サハラ財平均105.0さ見做し 

得べくして,勿翁各立木侗院の生育する位收,環境の差呢並に刪節Iニ依り・多少刀は遷あろを 

激めらる〇 »

斯くの如く資材の組織!中に含有せらる、水分は生育上欠くべからざろ要素にして・尚贝分 

布狀憊を例證すれば心材,浚材の威別に依り含水吊:を哭にするものにして:・ヒノキ:材・は生長 

期間(自五月上旬至十月下旬)中は邊材部含水底平灼112.0ガに對・し岡Tオの心材部含水•低 

は平均60.0僞に過ぎざりさ,吏に樹皮の性賞に就き例證を示せば【ヒノキ•1生長囲間中の带度 

(鬼皮)は含水飛催かに平均25.。 %に過ぎざるに比し页皮(内皮)は平均1如・〇 ,•にして其 

診材部含水::化は平均U6.0 %を現はせり。

然るに一旦立木を伐倒し是れを大無中に以置すれば木材•性質上生材時含水:犬を保冲す乙・ 

を得ずして漸次自山水の發妝を惹起し終に吸收水の一部をも放出し大気中の泓度ざ平あを保 

っに至りて気乾狀態に到達し造材は絕對乾綵時に對し「ヒノキ」平均19.〇%,「サハラ」平均 

21.0 %の痛分含有率に低減するを替通さす。足れを生材•時に對する水分減少率を以て示せば 

「ヒノキ」材は平均39.0%「サハラ」材は平均46.0%の減少を生ずるものにして木綢査供試材 

中貯木埸にて陸上貯材・せし緬戈材は略共域に達せしを如る。猶ほ氣・乾:材！^に於ける邊材・及心 

材含水底は略<均等を保つ。

抑も干削は資材の帽煥に依る容積の收縮に起肉するむのにして樹林に就亍其程度を異にす 

るは既に當揚に於て調査せし成結(林襲試駁・倡’;・笫一卷笫四號玺照)に示すが如くなるも, 

資材の大さ,取扱方法,気候的因子等;に依り差災あるは窺知し得る:1顷なるし木間査の上眼 

ミなす造材の栓送爬に貯材中に生ずる干割に關しては叙上せし生材IWより氣乾狀惩に至る期

-17
I用中に賣Hを嵌Mせし環埴に形境せG〇、域命比帔的乡うを以て共成箱の槪要を記述すれば 

次の如し。

D 代k造材地に於ける拐・

伐木作業地の位!M.遠境辭地に當る我©は化帔的撤出輸送に多大の呻Hを要するが!3 
造材・の乾繰!も亦其F由受を始進し干削に依る揖哭を蒙る事;あるを想察し得るも,夏今の如 

く做<岡の發達に仰ひて足れを軽诚し得べきものなり。而れミも作架地の方位は代木 

造对叫泌三相伏つて号慮を耍すべ9因了・ミなす。即ち両而せる仲斜地に於て夏期に亘り 

が業を送けせんさする場合は造材の怔橡に机・莅すべく特に湘木,從&の踱生な§皆伐作 

粟地に仲)て姓肝‘必なりミす。故に神代•備林或:は天燃林間伐作業を除臼ては伐採時節の 

適Sを明すべくし-CM担失は皮付材・に依るさ雖も萬会を听し能はさる埸合あらを知る。 

是れWお片材が作架地內に放段せられたる環壁並に期間に彫理せらる、’冋は大なるも 

のミ思.慮せらる。

剝皮作業!は怦辿造材・血後に施行するな普通さなし代代明節に依况倒皮に雄:易ありて, 

八十八夜(五月三「I)以後は一般に容が,にして共時期最も早9は「アスナpjsなし,「ネズ 

コ」「カウヤマキ」「ヒノキ」「サハラ」の顺底に從ふ。又剝皮作梨の雄珀の程度は「ヒノ 

キ」坡も容易にして「アスナロ」「カウヤマキ」「サハラ」〇))！inf.rに依ろさ稽せらる。故に 

期節に依〇完至に側度し得べさ场合ミ然らざる揚合,即ち陣通樹幹に沿ひ終縮塑に剝也 

せらる、揚合あるも干削は縱編に併行して生するが岱め兩&・の損失程度略!均辱な〇〇 

如何さなれば干削は長さに於て•資材•繊維方向ミー致して發達し其深さは临祝方向に迫從 

するを以て終には造材兩木口に貫・微する大割ミなり嗣皮方向さー致するに依る。

又干削發達の經過を兌るに生材呻に於ける邊材部は比較的多欲の水分を含有し【1.又收 

縮率心材に比し大なろが為に造材側反以後陽光の优射を受くれば”ちに徴細なる干割を 

造材表而に散生す〇ざ共に兩木口には邊材,心材の兩部に直〇類似の狀恁を現はすは足 

れ如ち造材表荷に惹起せし依漱なる乾燥に依る。然るに邊材留渊近の水分が轍次發散作 

川を綱績すれば終に造材中央部に存任せし水分は造材の衣面に誘辞せらる、關係上中央 

部も亦断次位燥を生じ玆に容積收縮に依る干割の原因を耦成するに至る。然るに乾燥は 

魅材の表而よ母發達し浙次內部に及ぶを以て<干割も亦是に追從し髄線方向ミー致するが 

ため一旦干割を生じたろ造材は共表而さ干・割の兩而さより水分の發散を惹起する關係上
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水分蒸發而を蓍しく帽大するものなり。咎に繊雜通仇にして格捲现侨をむするしの多 

訊-ヒノキ」「サハラ」材,就中只:品等上材に純する•資材は兩本口に貫徹する大阪宅じ 

易くして不整調蹈J［織を右・するものは比絞的大制少く小削を??しく政生するは木出H織 

だ膨廊あるを示す。又大材・は小材・に比し乾聚の程度椚核改なる岱丸「削ハ亦依散に生ず 

る埸合少し。

斯くの如くして干割は初明に於て深ささ幅は1り:1の関垛を以て發達し禰次共關係: 

を減般し全く気乾狀態に逑すれば深さに對し幡は「ヒノキ」4.3 サハラ」5.5んに及 

ぶものなり。而して是等干削は造材が生材時に對・し水分減少幸平均20.0%を越ゆるにー工 

りて出現す。

故に剝度材を皆仪作業地内に放取し血接陽光に哪露ぜしむる投合は「•削に對しMも危 

險性を冇するものにして天黙林間伐武は弱度の挥伐业に淅伐作業に依る造材は樹冠のH 
陰に影響せられ比較的安全率を向上せしむろ旧l向大なり〇

皮付材は剝度材に封し共"心在平均9 %の雄大を示すは平均;;.〇耗の3さを仃する樹 

皮を附する關係にして旦又造材去而の水分發故を防II:するが爲め收城の程於密漫にして 

從って,回;:の減少も亦急激ならず。故に作業地に於て樹凌ドに干•割を生じたるもの僅少 

にして唯兩木口而に散生するに||:る。猶ほ造材檢れ 切判の刻記の賞め一部側皮するは 

局部的に小削を生ずるにI上り帝しS影舞あるを認められず。

(H) 轮送中に生ずる乾煤の程度

現今に於け・作笑執道,森林鐵道並に省線鐵道に依ろ造材惟送は比較的短時日內に遂 

行せらる•を以て此期間中に生ずる造材乾燥の程度は他に比し僅少なりさ認めらる。又 

山落し集材に際してはー唏土J易地に槌ザせらる、揚合多くして比校的濕潤なる地域に版 

轮せらる、覇係上剝反材の如きは吸濕作川に依り却つて合・水砒を增加せしものあるを澀 

めらる。唯皮付材が集材帳送の途中选材の一部剝段せられ是れが爲め乾燥を誘起せし場 

合あるも其影皆著しからず。

柄ほ造材が貯木場到若・前に於て緇送:の關係上隅|1圳娜より筏洗しせらるゝを以て自 

第七圖至笫拾閲の示す如く剝皮造材中約9 %に達す乙含水他の增加を生じたるものあ 

〇〇

(说>貯材中に生ずる乾嫌の程度
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貯木羽に:i"iせし造Mは檢H1終了後水中摂检方法に依るを郎通ミ為す。然るに技積は 

浮はさ棋橙に大別し"9も何れの埸合に於ても孩債の上位に帝まろ、造材は大氣中に 

「鬼さろ、以上貯材・さ頫似の環境に置かる、ものにして,造材側※より考察すれば水中貯 

材ミ稱し得ざるものあり。

本調作成紗に依れば全く水中に貯材せる迎材・は倒反材皮付材共に生枷$含水Jftに略均 

ふなる迄吸水し料ほ詞査終了以後綵績して足れを水中に貯養すれば全く生材時以上に吸 

水せん.する倾向あるを観〇〇斯くの如デホしき吸水作川に依り造村の容積脳阪すQは 

理の當然にして從ってI湖は外觀I展れを阻め得さ・る程度に閉鎖す。

陸上貯村・を施せし投降は锄好オの乾燃程度は苫:しく壊艮せざりしは既に作業地に於て 

大部分の水分を發散せしに題寸するものにして貯木喚二て冬期乾燥期に班迥せしため漸 

次乾燃を治知し終に氣乾狀態に到達せんさする個向を示す。故に干嗣は小割を生ずる華 

少なくして既に發主せし大削は共程度を蛤進する覗©多し。之に反し皮何村は初州二於 

けろ成燃徴祝なりし僞め尙も其狀態を網御し気於狀態に到達せんとする傾向を示し終に 

兩木に貫通する大割のみを少激發生するを普通ミす。

一般に造村乾燥は史期に比し冬期に於ける乾燥期中に瑚Nにして又資材に對し賜光直 

射方向ミ闌係あるを以て貯材中全く水中に沈潰せざるものは可及的に南北ガ位総に併行 

に配列し」」•オを下部に下材を」•.部に鈔Nぬるを可ミす。n除を設く 〇爲め菰叫を!3すは 

干:則防止I•・効あるべ會も特に皮付材我而に时務の發生の噢あるを以て可及的常綠並木の 

陰影に依〇を得策さ思慮せgろ。
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附 氣依戒測成«(

第二十九表 本澗佐朋間中の気集觀測戍箱
昭和二年 昭初三年

測定地名 月 平为乳沮1 <» 汎度〃,样水hl ____  Z〇 _  >1141|< H 平均以洪 :港技ノ祥水敬/ ni.m.
奈A井 •1 -1.75 164.4 1 -0.06 — 15.1

2 一 2.97 一 loy.o 0 -1加 —| K9.2
3 1.7G — 213.7 3 2.61 — 11S.4
4 11.40 57.5 08.3 •1 9.93 砒 3 | 77.95 15.28 52.9 189.7 5 1(；・狄; 51.4 :108.0G 19.28 50.3 128.-I <» 18.23 07.4 1 518.27 24.81 GG8 341.5 7 22.GO 05.4 , 401»,08 23.96 67.2 92.7 8 22.20 08.3 1 flft.S9 17.78 7-1.9 395.0 !> 21.78 <13.4 10S.5

10 13.78 G1.0 103.0 10 13.08 73/1 242.2
11 8.02 58.2 84.8 11 H.H9 63.1 211.2
12 2.88 64.1 124.5 12 1.10 —1 瞒・7
年 11.19 01.9 2,046.-1 年 11.41 2,207.2

王 iffi 1 -3.84 — G2.G 1 -0.23 72.22 -1.49 — 123 5 〇 0.00 138.03 2.87 — 239.2 3 4.20 ― 150.04 13.A4 50.4 106.9 1 11.18 60.3 150.45 15.50 54.0 155.3 5 17.90 56.G 70.5
6 20.23 49.0 142.7 6 19.10 69.8 4S4.U7 25.02 07.9 AS4.1 7 24.58 06.7 357.08 25.27 64.3 83.1 8 25 51 G4.0 )45.49 19.03 72.9 306.4 23.14 67.3 127.810 13.64 67.3 104.2 10 14.20 72.9 308.711 7.55 60.7 330.0 11 10.21 05.1) 148.372 ' 2.59 一 109.(5 12 1.56 — 124.5
绊 11.67 G0.8 2,404.6 垢 12.G2 一 2,?77.4

上 松 1 -0.75 — 71.5 1 2.72 — 204.72 一 0.47 — 80.1 2 0.44 — 1>5.63 4.51 60.9 J97.G 3 5.82 — 04.2
4 14.61 45.9 84.4 4 12.07 54.3 120.9
5 IG.84 50.4 177.3 5 18.96 50.1* 00.06 20.80 <50.3 90.3 〇 19.31 G9.1 4(10.4
7 25.54 71.5 462.7 7 24.89 65.7 258.18 25.81 66.4 130.4 8 26.42 60.7 78.5
9 19.85 72.7 401.2 9 23.21 G7.2 1411.3

10 14.80 70.2 121.7 10 15.56 72.4 254.0
11 8.90 03.6 <>5.1 11 10.20 63.9 216.512 2.95 63.9 106.0 12 2.90 — 139.5
年 12.78 63.3 2,054.3 年 13.60 — 2,145.7
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累年平均昭和二年

測定地名 平均0沮 r» 湧吃 降水ht 平均雌 沮% 阵水H to»
4£ « 1 2.7 — 20.3 1 3.0 64 542 2-1 — •12.7 2 3.7 G2 723 G.3 — 207.0 3 G.8 〇7 1114 13,5 — 112.3 4 12.6 73 1325 17.1 ■ ～ ■ 19-1.8 5 16.6 J57ti 20.5 — 120.8 6 20.4 S1 1667 26.0 — 110.7 7 24.1 S3 13¢8 26.6 — 107.3 8 25.5 S2 1G59 21.2 — 345.0 9 22.0 S3 233

10 16.7 — 80.1 10 16.0 80 193
11 11.2 — 71.5 11 10.5 74 97
12 5.5 — 20.4 12 5.2 07 53
邱 11.1 — 1344.9 邮 18.9 74
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ヽ«剝皮造材及ぴ皮付造材が實地作業上に及ぼす經濟的比較

凋充成诚

「ヒノキ」「サハラ毆材の乾煉に作ふ干削に發し足れが防「方法の谷失は爪扱秆頊別に依 

り差異あるべmものさ雖も本剥元成統の範刷内に於てほ從來の側皮村に對し之を皮付造时ミ 

為すを以て显善なる方法さ思慮せらる。

然るに各耍項に亘り敍上せし綱査成結は造材の花燥却如並に統過狀況ミ兄に件,;.切の乡 

少を實攻的立埸な以て批判ぜしものなるが任め從來の慣N::恭さ剝皮ぜし造材な仇;>に皮付 

造材に改むる堵合は睚接事衆上功程に及ぼす影め渺ぎるを惟ひ玆に昭和ヨ 四年度(笫・.冋 

剧だ)供試材に就き經濟的比晚間任を施行し套考に資せんさせり。

抑も所謂木付材を剝皮せし主因を考察するに舊！!命より傳統的に憤けせられし木仲式運甘// 

法E密接なる爐係を冇するものにして共方法は交迎機關の不備なら辭业に於て渓谷.河川及 

び璇出物自おを巧に利川し系統的に木材の撤出を行はんさするものなるを以て水運に依もミ 

共に造材・自照の滑走を關滑ならしむ•るを右利させしにあり。故匚造材・は立木伐倒後仇・に物艾 

し,木寄せ,山落,小谷狩其他貯材極債に至る作業上に便ならしむ・るさ共に其樹皮のー•部は 

縄.催根,垣根等の資材さして利川せらる»を普iifis-eOo
統 考 從來蛎段鬼分髙は他部局に比し木や支局皆內に於て笫一也ん占め“平均二浏ルに達

To斡損BJ皮利用率の最し大なるは‘匕ノキ」にしく「カウヤー、•キ「アスナロ」r ・ヅコ」 

rサハラ」の贖位にく滅少するIのにして其採.集・節は八十八夜(7£JJ 2 ［〇以後M邮 

十月に亞る期冏中な遮當:fなL之な新段:I融址・せししのじ古攻ピして著し< JlfQ 
値4•扱失す。

産地別に依る的/の品!U曲れぼE ノし純林中に生けせし立木より採燃せい,のは 

共KIS'VXZ•し湖菓明Mな混淆す〇場合は总34•低诚マ5傾向ありて乂編Eな増すI二 
從ひ各俱位共に優・良品を诚少する傾向めろが爲め結局水會•支局管內上松王湖出飛所内 

部4•以て主要苑地£給すcされず是れ凝本邦內產地に比すれば品頁下但にB!すピ眉ふ〇

斯くして機械的運材設備の進步發達に站防し橈近運材方法の些逸岷にして全く陸運に依 

るに及ぴ玆に皮付材を推瑕するに當りては從前に比し作業上利害粽尖を生ずるは當然なり〇

本調齊は短時日を以てJL久事業の傍小康域に就凯冏査せしを以・て-•般の作楽に該當する功 

程を求め得ざりし塩合眇からざるも其慨要を紀述すれば次の如し。

備考 本項に焚ける村積は愧立上右あ以て示す。
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1.黑侨地 小木仲(的拙滦)

供試山:切りに從ひ造仔功程を縄探せし後共修作業地に轉任せしめ七月上旬より下旬に 

Hりて集村し同時に森林鉄道に依り藪曜出弧所裏木材・蔵殴叫に搬出す。

一町掃成せし造村は九月I 土Jよ〇省傑貨爪に荣込み豊住出張所に检送せしものにして此皿 

水運に依るこさなし。

作栗地に於けろ造材功程を比校すれば共成部へ三十衣の如し。

笫三I・表 造 材 功 程

一耕 恤 村 措 底 V! 骨 4V ’にノふ」功阳に換'•W臥材"ヽ;Mる村狀(；'
人夫欧ゝ堂鬲・

I• 嗣 攻 造 材

/ ノW
:サハ 9

〃
0 i
ン カ・

カッラ

_ E J

興 材

割 材

ira 材
〃

〃

1S7
402

41
67
13

2 
血!

173.G5
420.98
29.08

150.13
9.90 1
1.07

79171

173.65
371.2S
39.10135.4S ヽ;
11.64

1.25
733.40 101.5 723

H• 攻 付 迎 材

ヒ ノ キ

サハラ

〃
吋 ミ

ッ V
ヒメゴマッ

10I 材
U

剳 树

HU 材
〃

〃

339
309

14
J05 
瞒
3

270.0G
318.59

11.3 ヾ
214.72

87.911
•1.55

270-06 1
303.13

18.75
195.20
103.48

4.13

.'• 1
—

—

叶 835 | 940.26 894.74 111.0 806
爾 考 『ヒノ冲」一石當り设付戏材にて合M拾六餞の芾材貨狂、J»。

其成組に依れば剝皮造材は一一人當り功程7,23石に對し皮付造材はS,(X;石を示せり。

木寄せ運材部こ當りては皮付材代依比較的大なるミfl•又滑走力を欠きしため稽功程を滅殺 

せられ,森林鐵道輸送に於ては積腋.値剝皮材一顧當りう曲石なるに反!.皮付材495石に減 

少せしは容酸の増大・HTMの场加に起因するものにして之等各運材作菜並に土甥地に於ける 

造材形扱功程に就き皮付材は剝皮材に比し約一割減を認め得たるは作梁に及ぼせし扣尖ミ田 

ふを得べし〇

されミ當調査地に於ける如く地形急峻にして山落作業を施行する芯耍ある掛合に當Oては皮 

付材は樹皮の爲め徒に滑走する亨を1；11•止せられII.つ激突に際し充分なる保護を受け損傷を蒙
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る事僅少なるを認めらる。

(2)調査地•阿 寺(皆代作業)

供試材は四月上旬より五月下旬に亘り伐採造材せしものにして運材に朋して詳かならざる

も剝皮材,役付材に朋する造材功程比絞成箱を示せば用三十～よの如し〇

第三十一表 造 材 功 程

樹 穂 材 料 木 K 材尊眾籍ず人夫ん 『じノ M」 
一人依り石

I• 制 也 ift 材

U / *
サハラ

N 材
〃

206
75

204.39
91.59

201.39 —
河4 一

計 281 295.98 284.03 24.5 11.59
H. 段 付 i!i 材

ヒノキ1 
サノ、う

B3 材 16154 |
144.3J
78.65 1

144.30
08.39 一 —

ふ］～～i 215 , 222.95 212.69 155 13.72
即ち剝皮材は一人當り11,59石に對し皮付材•13,72‘匸なる功程を示せり。

(3)調査地 柿 共(皆伐作業)

供壬材は六月下旬より七月ド旬に亘り造材せしものにして本調査に「ヒノキJ 「サハラ」の 

外「アスナロ」を混ずるは伐木求業地内にて柚犬就業;上混雑する煩なからしむる爲め山割せし 

關係にして調査地は林況類似・せる個所を選定せり。側皮材に對する皮イ寸材造材功程を比較す 

れば其成讀第三十二表の如し。

12.351,222.16

248.30
128.70
845.16

IT. Ill 付 i2i 材

第三十二友造 材 功 程

樹 稲 材 極 本 數 瑟 流,七ノキj功科!に換| 
材 華・1算ぜる材糧£1 人夫敛人W点i,

__________L 剝 攻 迎 材
とノキ 
ァスナn 
サハラ|

UU 材
U
〃

4&582 
116

472.5153.96127.95
472.6133.96111.20 _J E

si- 1 653 654.42 637.73 620 10.29
ヒノキ 
アスナロ 
サハラ

皿 材
〃
〃

174143921
248.30128.70971.93

が 1,238 b348.93
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猶は調4地內に於て代採造时せし樹補に關しー右當り造材賞の耐減を比較すれば共成段 1第
三十三表の如し。 •

笫三十三表一石當り造材我の咐減

次ぎに枪送の難易,功程の羌夷を觀るに山落集材.に當り!,供試材は普油造材さ混合搬出す 

るの止む•を帯さる、I淋の爲め適anなる成績を求め得ざりしも一般に反付造材は诋勲比較的!r 
く地而滑落に困畑こして殊に緩侦郷に於て停し合を明む。

樹 I«
ヒノ、
アスナロ
サ 八 う

材 瑾

m! 材
〃
//

遣 あ
一.罚以还村

0.215
0.215
0.186

・ 阳)
殴付靈材10.172

0.172
0.148

一石宿H週村 
貸の握興gl

0.043
0.943
0.03S

俺 考

の2〇霧・诚

N

巾丸道運材に際しては同探嘗油造甘さ混Ri撤出せしお共功程を數的に示し待ざ6もm依の關 

係【•・安全を期したるため植載・底を減じ普通物好抨均紙載址20.0I石なるに對し皮付材质 

載"均18.47石 なる成紐を示せり。

以上の咄和三,四年度(第二回糾査)供X材に就さ鼓摩,野尻,三雄各出張所に於て渕查 

せし成績を至照し造材也扱林別功程の瓶娈を比彼せしものにして共成績を通覧すれば皮向材 

は造材功程に於て調卉•1柘小木竹11.6あ,阿寺I8.4沧及び柿其20.0 %等何れも功程を雄 

加し一石當り經改を減少し符たるは主さして剝皮せさ‘りし爲めに因る利得三す。

然るに巡材枪送に際し棉成飛に於て;関査略小木件9.8 %,柿其20.0 %の減少を惹起せし 

は資材血此の增大に作ふ安全率さ兄做し得べきものにして其結果輸送期間並に經貧に影脾を 

及ぼす處あ6を踞められJL又之等の造材随換,木 5郷 に際しても亦诉:如:の増大が功程に 

及ぼす勵保あるを知る。

此虑に於て同一供試材に依り貯木揚到着以後兩和造材が檢知及技気作業に及ぼす關係に就 

合既住出版所猿江貯木眺の調査に係る成結を示せば笫三十四表,第三十五表の如し。

共成結に依れば皮付材は剑皮材に對し何れも平均9.0%の功程を減少・するを知るも様隨に 

際し貯木揚据付起术機を使川せし战合は側皮材さ略よ均等なる功程を得たり〇是を要するに 

從來の剁及材に對し足れを女付材に變更せし1：$作楽上に及ぼせし損哭の耍素は樹皮の痘棄, 

運材功程の減少,鐵道輸送積載段の削減檢如の不便並に上場地に於け睛並欲功程の"等を 

列舉し得べ・くして本淌性に依れば答娈素中功程に就き其減少の程度を觀れば何れも20.〇,% 

を越へざるを知る。
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見三十四嵌 檢如功程比絞安

调れ地名
取疚

1强別
•

榭» 本斂 材積
__ Ji

械尺人犬ノ、
人ミし以
所cman く・

小均所公 1时冏<,

檢知人

夫 It
ー石なリ 
檢知平均 W fflca>

段付め剁皮 
材の治如昉 
間比甲・■

阿强
菽 ヒノキ 315

298
422.8*；

i 54V.44 }- 0,796 瀏m 376 17.58
M 匕ノキ

サハ”

348
剛i

484.70
609.54 yao 0,877 1 45.rt0 4.17 &3.42

柿共 m ヒノキ

サハラ

377
178 '

414.74
174.fiO , j 123 0,721 | 20.111 3.43 •17.84

攻付 じノ斗 

サハラ

162
672 1

253.16
791.71 !- 0,786 39.00 3.73 52.IU

倚 考 L實凉檢知に關係べる者は九ノ、•八人,七人等の場合めろし八人あ以く常您;:す 
故に比率郭定には其所要昉冏なハ)、の埸創:換策U:る時的な以て行ふ。

2. 檢尺人央IY弃定については一人夫せ-H二的八十在ピし乂ハ吋冏勞側HL魚-"
3. 段付,斜皮材の檢知能辛については上紀即ち號・に用ひたろ败曲I俺少なりI冷 

晰定し得ざろい手問脫の嗣合は大劉なれぎし上/の如く攻付材の方多8な妾fろ 
もの、如L。

4•小木仟材は上炎に含土す。

第三十五表 橙積功程比餃｝<

凋桃名 樹稀
阪扱

毬別

剝皮
攻付

1木敬
285
317

材積__ «
389.22
452.34

忸積人犬ー翎 
心)、ミ1て 
換食従毬所娶 
時間 S：

2S0
325

」石5滋融 飼嚨絕般
人夫K
(接イ我)針⑴>1-1.2!» ,

16.65

ー石宿り

松積1E<«>
3.67
3.00
2.73
3.1 H
3.81
4.54
4 02
•LOG

阿!f

^

じノヤ
0.719
0.718

50.03
49.97

サハラ
剝攻

M
2CS
2G7

510.74
577.72

273
3與

0.535
0.023

46.20
53.80

13.93
18.39 1
14.39

9.75柿其
ヒノキ

m
皮付

347
132

377.88
214.78

2S2 
191

0.740
0.589

45.63
54.37

サハリ
剝也

M
148
642

139.G8
756.09.,>、ー• r 1

110602
0.787
0.796

49.72
50.28 1 5.0139.73 ；

備 考•1.烧積に執ては??;血人夫ほセノ、ん•常態:I L之な基邱:iして所安時問4•換草L«行 
ふ。

起・倒・共扩ソ§ンの消貫より共俱格に於て人夫一人ミ儿K賃金4•第定す。

2•人夫Kに找いては一人八時問の働ミし式三m!五十銭ミ見る。3. !!iff.剝攻材の樹状行程に及はす程度

段付,御皮材共に功僅に大なも影狡な•見ず。
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然るに度付材さなすがお依って生ずる利ほは造汁功性に於て晟大20 Wを増進し得たる數 

値的例證を除上て何れも造材逐材上1れ接に現はし得ざる妥素多し〇即ち干割防止に依る製材 

甘の向上,集材始に娘送中に生ずろ損僵の輕減步は眉牛f處分以後資材・が市堤に供給せらる、 

に及ぴ初めて北聲價を幽めらる、ものにしてJL又共沒值は一果即渐的に望み得べからずして 

木材・宙要苫間に其利點を依識せらる、に伴ひ淅次右形的に現はる、ものさ思!&せらる。故に 

理實に布りてば造材•運竹・・には積に關し恣も進步せる機械的方法を考究し其普及に努め作粟 

功程の堆進を計るさ共に”及的資村の担傷を防lkし所的本件汚の聲價の向上にE&進すべ9も 

のなりさ信・ず。

因に「ヒノキ」皮伺造材には耕節に依り穿孔後の被害あるを潮められ上松逆驗;H張所並に腰 

住,炮H各貯木場に於て次みの二種を採集し得たり。

! 而柏類 穿孔蟲 <1*11010eosinus Pcrlntiis Cl»：»p.)
I! 栗の大杲蟲馈响ru、關沖1汕己>

前者は林業試!驗根告かー卷第一號に記載せられたるものにして被害狀況は內部形成騒に沿 

ひて木質部に喰ひ進むも披的ヒ校的輕少にして枯小木に乡く傳播す。然るに後若の幼蟲は造 

材磁材部を縦椭に穿孔し前昔に比し被KW大なるを以て貯材に對しては輕視し君ざろ害蟲さ 

認む,共成蟲は(笫拾五圖翼照)大約じ月中に産出す矿汨ふも共生態,造材に對する被害並 

に豫防に斓しては;詢作中なるを以て後nに族る。

第拾万•岡 栗の大策跪(熱HI出張所採集)

〔三好撮彩)
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VI・ 摘 要

1• 本調査は木竹御料地の主吸樹種•たるヒノ+.サハラ造材に就き生材時应低 造H理材
並に貯材中に生ずる干削の程度を澗在し,實地事業上最もイ」•効なる「•削防止方法を考究 

するさ共に,其經洒的効果を比較し以て斯業の全考に資するを口的さなす。

2. 純住地は木fi御料地内に選定し,昭和二,三年度(あー回涸佇)に於てはヒノキ造材・に 

就凯昭和三,四年度(菊二回調査)に於てはヒノキ,サハラ造材に就き,供試材合計7 
70本を使用し,旦又經沸的効果の比較には3,媚(5本の供試材を使川せり。

3. 渕査に際しては関査地を皆伐作系地舷に天然林間伐作業地に大別し供M造材は剝皮 

材,皮付材の二種に敢扱ひ,何れも實地事業に關聯して遂行せり〇

4. 貯材に關する調夜は束京支局豊住出戒所猿江貯木揚に於て實行し,貯材は水中,陸上 

の二貯材方法に大別比較せり〇

5. 会考のため造材木口に「ペンキ」曲金物等の技I:を施せしものを設けたるも,實地事業 

上功程に及ぼす影椎比役的大なるため,其効果を阕めざり&

6. 剝皮造材は造材地に於て著しく乾爍を惹起するため干割を生ずろ程度大にして,特に 

皆伐作業に於て堀著なり。是に反し皮付材は含仃水分の發散を緩漫ならしむる個旅上花 

燃程度も亦輕诚せられ干割を修起するこさ侏少なるさ共に材の損傷を防ぐ。

7. 皮付造材は生材時如员に於て剝反材に對し平均9.0%の增大を示し,JL運材上滑走问 

・滑ならざるため功程を祓少せしむる傾向あ〇〇又佗燥綾漫なるため鐵道愉送中の積賊•吊:

は剝皮材に比し平均9.0%の減少を現はせるも弛材・費を減少す。

8. 貯木場に於ける貯材檢里並に授瞪作業に對しては皮付材の規合剝皮材に比し平均9.° 
の功程を減少せり。

9. 咨調査地より貯木場に检送せられし供M材に就き澗査終了當時の干割の程度を比較す 

れば,皆伐作業地にて採集せし剁抜材を陸上貯材せしもの显も著しくして,天然林間伐 

作業地より採集せしもの是に.亜ぐさ雖も,品等並材以上の造材は前者・に劣らざるものを 

生じたるは,貯材中の急激なる就:煉に起因するものさ認めらる。水中に全く沈浸せし造 

材は干割を偌塞し外裡上是れを認め得ざる埸合あるも一時的現象に過ぎず。

皮付材は之に比し干‘割の程度件少なりしは全く乾燥の經過狀況に依るものなるも陸上貯 

材方法に依り長期間大氣中に放!Kし陽光の直射に曝せば終に大削を生ずる賜合あり。

59
io• 斯くの如く干削防化方法中實地眼菜上批も右.効ら忍め為らる・は皮付造材に依る取扱 

方法にして,4$にH演優良にして品等並材以上の造材・に爵しては破も肝妥さなすべし。 

然るに皮句造材は而・並に取扱上眨接举業に對し比帔的功程を诚殺するさ共に其成镇は 

仇ちに數値的に理はる、に反し,皮付造材"が干削を防止し,Nしく啊材率の向上を惹起 

すろさ共に愉送中に生ずる損傷をも軽減するがためにー・般市揚に其聲值を認めらる、に 

至るは相爲の昉IIを娈し,一理即斷的に望み得さ‘•は.當然なり。

然6に當局就.汁带の示すが如く林産物慮理小菜豊は造材応分高に比し其半ばに達せざ 

る事實に彻し 須く・人は機械的施設に依り作菜功程の培進を圓るミ共に一方造材の干 

剧並に損傷を可及的に軽減し益x木件村・の聲^の向上に曜進すべ§ものなりS信ず。
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林木種子發芽力の微生物學的考察

艮谷川孝三

緖 言

林本ロ"•の發芽生理に関しては針卩盘括•舟三號に於て其槪吸を捣記せるも更に権生物學的 

戴察の€ざに得たる成湖が华業上例へば祁孑•發芽カの檢定,神了•の貯诚J・他林地に於ける毬 

了・の保生部の間題に密接なるI俐條を冇し斯業に瑟考たるべmものあるを惟ひ技に本題を揭け 

て取敢ず報齿•する所以なり。

林木林了•の貯载ミ微生物

一般に展林川稀子は比較的乾燥狀態にありては保生明間長きを常ミするも公箝樹科,一位 

科・慷钳科・制桃科•拐抑砰・殻斗科•等に雇5するものは過乾を忌むが故に林木種子の貯裁 

方法は岫に依く)て门ら相遂し或は氣中(容溶密封又はI釦寸)に貯ふべ当ものあり,或は地 

中・水中を可さするものあるべしさ雖•何れの也©に於ても貯裁の効果を愿々大ならしめん 

がためには温典の影・ 濕度の影・・右害昆虫類の影野•種子自蹟の生理的消耗題に關して 

专慮すべ§は勿鈴,処に發芽カ喪失の一困たるべき菌類の影朔に對して亦注意を要すべし。

抑な角は多濕適温下の養料に發生樂疝するものなるが故に乾燥不充分なる种子に對し其取 

払bxしチを得ざるさ当は曆々蔺類によりて湖らざる危害を;設るこミあるべし。彼の種實採收 

等に當。乾燥を忽にして点に包变せし揚合の如き往<・蘭の繁殖を來して遂に發芽の能力を失 

ふ二さ亦稀ならず。況や長期に亘る貯栽率業の如冷に住ひては須らく此の點に时意せざるべ 

からず。

效にー•例を瑕げて貯暇試驗中觀察したる二三微生物並に共の發生原因に付T考察せんさ 

す。
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就料

樹 « » 芽 率くめ

ヒ ノ キ 8 1
ス ¥ 9 1
Y 二 匕 y 2
エ ヅ マ ッ 9 3
卜 宁 マ ッ 5 9
カ ラ マ ナ 9 7
テウセンカラマッ 7 1
テウセンアカマッ 6 S
ケ ヤ キ 7 9

貯蔵時期並方法

本試特は大正十三年二月十四日晨林省林業試験場より配布を愛け同卜七日當埸に於て容器 

開封及密封貯蔵の操作を行ひ同年三月より良野縣四筑摩都福島町所在帝室林野扁木件支レ僵 

舍の一部に所栽す。(本試駿は第三回林業試驗協,議會協定华項に基く)

貯戴後の經過

前配密封貯栽のベニヒ,エゾマッ,種子にありては所載中渐次,腐敗を來し貯.载後770【1の 

觀察によれば細菌の繁贞著し合ものあり。

試に斐芽力保存の經過をみるに

即ち本試料は密封貯蔵に於て容器の內部濕凋なるさ,菌の繁殖さによりて愈々發芽能力の 

喪失を來せるものにして開封法に比し結果署しく不良なるを觀るべし。

貯藏後の エヅマッ種子發芽奉<％)

経過U歐 密封貯※ 開封貯験

伽 グ

2 2 0 7 5 8 2 本試料貯謎前の發芽率は93 %
4 0 0 6 4 7 4 なり。

0 0 0 4 7 5 4 ペニじ徊子はR?液後220日迄に

7 7 0 1 8 5 〇 狡芽力な弛失ぜるが故に描記せ

9 5 0 〇 2 7 す。

依て苗の朴短並に共發’I源因を渕隹するため先づ叶液容器内の曲を分雌培養せしにスの如

9却!浦をく｝たり。

ペニヒ耘敗騎子より採您せる割相

AchronHihaetcr <lelic(atunnn (Junlnn^

Kicilliw mesenteric:s EluRgc-A.

エゾマッ腐敗称子より採集せ6細薄
I^icillns nu^ntericus Eluggc-A.

Micrococcin? subflavus Bunnn.

元來種・子•並に容崙は別段殺苗せざるものなるが故に常温に於て容器內多沮なりせば巒ひ菌 

の繁殖を來すに至るべし。JtWilMに就ては凡W次の投合を想定し得。

(1)稲子の乾燥不充分なわし投か

(2 ) •桿器の乾爍不充分なりし揚合・

(3 )迎搬其他種子取扱中水分の附音する投合・

(1)貯载中密甘・完全さなりし埃合・

等なるべし。而して本試斜は共乾燥不充分なりミ見做すべm理山なく又使用の容推に付・て 

も充分乾嫌吟味せるが故に此の挽合共の蜷因は(1)(2)に該富せず。次に瑟考のため貯 

蔵施行當日迄の十II間に於ける氣象狀態を觀るにス我の如く二月十三日以降は晴天にして太 

系濕度も比絞的少し。

大 iE 十 三 年 二 月

ZJ 降水爪 (1〇 — 1〇い |
:ゝー矿

<平 均)

湧 !¢

•平 均)
,天癱

si nun.___ 8.4 G8.8 %69.1 rtl
_七 2.4» ' 暨 _________ (迎.丄

10 __ _ 38.5 __  '•: _  87.1
_丄 ____ X 3_ j_ 7.2 89.0 ,,

13 2.6 4.2 时・〇 〃

13 2.2 ____ 61^4_ 晴・

14 1.7 5S.0 快晴

15 5.3 31.0 Li_
ゴQ 1:___ 0.3 毋。

快哨

17 96.5 00.3 〃
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而して貯我當日探作中に於ける氣温は扱氏い乃至他4獲,九度32乃至W •なるが故 

に本援作に對し気妇:別段の障りを兑受けず・依て本期因は(->)若くは(・〇に部iすべ・く 

恐らくは當初試料涅布の途中何辛カ 、の城固によりて多少の水温をまりたるか或3年二W發芽 

カ檢定のために試料を木竹y)當埸間に筮復せしため運扱刑我中多就内に水遅注人の機臼を 

與へたろもの三解せざるを得ず。

尙ほ本件に陶してー應左記實駁を試ハたり〇

人。秘子业に容器(傾子共U瓶>を殺南せざる埸©•

供試料さして•ヒノキ,ノ、ギ・モミ,アカラツ•卜、‘マツ其他二•三を採“ •前記(I) 

(2)(3)に依りて密封したるに.何れも細市の殺生常しきを以めた膈

Bo理子並に容器を殺街せる場合

Aさ同樣の航料K三組な採り

(i) 種于並容器の乾嫌せる却合

(ii) 称子而を俺かに濡らせし揚合

(iii) 砲子推の共口栓の部分のみ側かに治らせし埸合

右各試料を當埸倉庫內にて四］•八吁間開放せろ後一組は』如密封他のTI!は水分吸?<測 

上アドゾールjを少坑加へて改ちに密封し,殘ひT山のま、貯銭して炎々共の經過を 
考策此の際別匚同一侪子瓶に培義朋を容れ•前記稲子の埃合疽同時に四十八时觀凝間開放 

して空中菌の採集を施行せるに次の加きものを得たり。

晴天に採集せるもの

Ifcwiihw inesentericiis Eliiggc-A.

Bacilltb jKir^-iis Nci$dc.

tcrininnlix Miguln.

, Aspergillus flnvun Link.

侦crgi腿 niger V：m Tieghem. .

Jk.trytis cincren Pen*.
Penicillium 加 erm.

雨天に採集せるもの

Bucillus m仲山urhim De Bnry.

Bacillus suhtiliH (:Ehrenberg) Culm.

Rotrytis cimrea Pc$

Peuioillium olnuoum Link.

i- n rlm i•八旺岡、r;倣 しt:机&、就«s!状¢5にて腐M

2.

3-

t£ LLO

せるもの

同上折僧役待に水分嗫的辩 y i x・皿 な如へて巒封ぜしLの

间上ししの

“上操併極窝号內泓詞の狀斷二て凿排式I:奶U・の3R・な楽して陋

W上・I也の朗til,；•・つ照雄のん伟ひ|:犹0• 5:力・由・Lふ检
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Rlii^opus ntgricniis Ehrctilicrg.
而して妬演せしものを般るに閒員並に密肖共(1)の觇分には遽かに秘化なく,(2)(3) 

の翌合・に於ては測演發生肇殖して領て.臨敗し來るの加實を忽めたるも,吸苫劑を添加せるも 

のに於ては,總・て好果を得た幼。(抑13は•カラ、•ツ及モミ种子•に付一例を示す)

斯の如く密封貯栽に於ては用到なる注意のもミに於てすら简且測らざる危險を伴ふこミあ 

り。中島晰三氏も亦殺作物等の種子貯誠試驗成結中に於て「軍に密封したるものは容器內多 

遅さな0T.反って柿子•に悪影并を及ぼすこさあり」ミ3•へり。即ち锅封咛袞に於ては斯の 

如く谷藩内の湿度如何によりて測らさ’る危險を仰ふ揚合［るが故に,發芽カ保存上一般に密 

時貯栽の狷合にはi 7 l"Zール」「應化カルシウムj「生石灰」等の如}水分I吸着俐の使用 

を必要さす。當战に於ては從來ヒノキ・スギ’共他一般乾燥貯栽の林木種子に對しては少就 

の「アドゾール」を!I JOT好果を率げつ、あり。尤もサハラ强孑•はヒノキに比し乾燥に弱 

9傾向あらため貯袞に際し充分乾煙せる吸る劑を多:hi:に使用せば卩・¥に反って發芽:力を失ふ場 

合あるが故に汗忘を要すべし〇 <使川の'"アドヅー,レ」は乾燥せるしのれる事な斐ズe IKに咀沮せる 

{.のは撕氏約百二三十展にfin熙乾編Kブy %崛5じ洗M冷却せしめ丁:る後使川マべうしのミ"〇。
豕

更に空中•水中.地中尋に生棲する微生物が貯種上に如何なろ關係を有するやの間題を探究 

せんがため取牧ず’當揚附岫料地に於て地中.水中・空中・及ぴ北海道.!束京・名古屋・木竹・ 

各支局管内街»料地の林地,苗覘,溪流,嶼野等六十ヶ所を選定し各所よ〇,ヒノキ,スギ,アカマ 

ッ,ケヤキ等の林木秫子を介して細曲を採堡L之れを分離培邊して主耍林木種子做郡に接種 

したるに共の税度に於ては多少の殆呢あるも何れも次占の如く特子を腐敗せしむる眼を湖め 

・なり。



必 號 表

« 名
揉猛試 臉或壊

f；5 全 « f- g倍下
備 考

Achromolnicttr conclunatum QWright). ____+ _____+ 岫1昭如二年十

J湖行
tv delicUt jlurn (JリMim)・ ___ +______+ ^
tl ibnnintnn cOmdianski). 士 ・

” gctninurn (Ravenel). + H
it tnuHistrhtum <Wr!gh0. + + +

n rcticularum (Jonlan> § + + +

» 8,ijx»rfi<»ialiH CJonbuO. + +
>i_______ No, L ___ _________ ■+ • + + + ±_

BacilJttf miteiXMponis 〇:、 ゝ[・「 _______ + . + +
tt ccrctB EninkLind. + +

力 !ie Mbeau). 4 + + + 1
” megatherium 3 Bary. — + _ よ _+ _+

” iroicntcriais Kliiggc- A. ■¥ + -+ 日
～ ■ ••” mcscntcnais Fliigec - B. + + + +_ +

,, 叫c3旧 Fliigge.
— ・ ・ ・・

+ _ + +

〃 nigcr (Gurini) Migiila. ー 土 ++

tt [inrvus Neide. _______ ___七 1 + +
y. prcxligiww EJii^gc. + 「+ + + 1

・, Himplcx GotthciL +2 4・ 土

n subtile (Ehrenberg) <?ohn. + +
1

_ + _+_
_i_ j. X)j 【erg ACidC.

n tcrmiaalis Migu加.

1 十_____ 十

________ +
二:•十 十

+ ～
” vixlgatus Fltigge. +_

Erwinia No,1・ + + + 4«
” No. 2. + _+ •卜+

» No, 3. •F +__ 士 + +

.• 林4 + +_ + + 十

Flavobackriditi dormitor 0\ right). + 十
” flienii (Burri). + + +

” trcinclloides (Co|>c]an(l). r +_ + +

Micrococcus fhvus Flii^ge. — +
„ subf!a\nis Bmnm. 一 + +

I^iytoniomis No,1. ___ +_____+_ 1 + + 十

,, No, 2. ____________ +_ + +
Pseudomonas aerugino^i くSchuteり Miguln. ___________ + ___________ +

M fliTOrescens <FlUggo) Migula. + + +

” myxoderina Fuhrnuinn. +～ + +—十 +
,, N。,：；. _________ +_ + + +

Kh*j<loc<jc(yjH ru^etH ^Flitgge > Ho) land, 
CoriKnittce S, A. B・,192〇•

— +

殊に毀傷せるものに於ては著し咨が故に…般に種子取扱ひの際は理皮を毀損せぎる樣待に 

注eを耍すべし。血小 氏は「ランベルチャマッ」締nの發歩促進試驗の結果「種皮を毀傷 

せば・相賴の發生を促し頓て腐敗を招くに至るべ9を以て種皮の毀0Jは發芽促進法ミして効 

果なし」さ述べたり。實際特別の招合を除湧一•般には神ぼの囲口は避けざるべからず。

叫;:ご・所冊カり、•ッ律打LR下iて•位攻に叫うたS汚點の存すS.tのは1般に挺敗L得しミ稱せちる 

、も,為斷二於てB^Hhis mascntericiS Fiiiege-A.な接ぐしッ:る戒检に依れ・ば,律打柯于必ずしい曾 

改LA4»が血う率宦な32めざりさ。」

斯の如く察中・地中・水中に徐する制浦の中には林木御子の發弟力を奪ひ之を腐敗せしむ 

〇もの加杪なからざるが故に,•.股に密封貯誠に限らず水中或は地中埋栽的二やりても•吾人 

は;・に之布微生物の眞來を受けつ、あるこさを忘るべからず。舌囲り貯藏の埸©のみならず 

廣く林地に於て人匚戍は天然に下種せられたるものも,m類・野風等の被害を望るの外,尙 

ほ足奪却I荊のため门燃に發芽:力を失ひ頓て腐敗し去るもの年々其故陪なからざるべきを惟へ 

ば,曹々林装技術昔たるもの深く慮らざるべからざる所なるべし。而して之等の微生物ミ雖 

も林木郁芋に對して株ら有害なるのみならず戒は一而に於て有益なる作用あるやも知るペが 

らざるが故に此の點に付ても亦考咒を耍すべし。

林本秫于の發歩さ微生物

種子の發半さ微生4勿さの間には相當密接なる阕條あるべしさは余が夙に考慮せし所なるも 

餌にKnu<L<on氏は關類秫子の發芽が「バクテリア」に依りて促進せらる、の・事實を唱へ又 

Cattleynの秫了一が澱粉Iを會けする床上にてKhi^ctcnia repeiis lkrnar.!に依り發芽の促さ6 * 

を:根じWolp, J..k«氏亦閑珂子の發莎に對・して:有蘭的なるを可さなせり。

Fischer氏は オモグカ,エプノミッ•タデ,ヒルムシロ等の水生植物稚了ぜ淸澄水に比し微 

生物の繁殖せる水中に於て•よく發芽するの率實を忽め更にBacilhis proaigiosusの培養液を 

以て之れを離めたり。Braun氏亦同像に「バクテリア」の發芽促進上に於ける効果を認め 

Jacobs氏もPin.K I^mbertiana 子の發芽促進試驗の結果「秘子の沒水法が發爭促進に効ある 

は恐らく BacUhis画細菌の作用ならん」さなせり。尤も之等促進の理に付ては遮かに切るこ 

さ能はざるもFischer氏は微生物の価悸生産物(乳酸其他の有機酸戒:は據類)が休眠中の胚 

を剌俄するものさ解し,又Crocker. Scbuunr.nn氏等は腫の壁谜に非ずして寧ろ稀皮の透水性 

を増す結果ならんさなせり。

余は前記採收の「バクテリア」を用ひて取敢ずスギ,ヒノキ,サハラ,アカマッ,モミ・其



8
他二三の林木種子の技芽狀您を調住せしに樹稀にょ〇「バクテリア の杆項により將又儿放 

に依って結果に警しう相違を网か得たり。

成讀

供試楝子 ^

ヒノキ,サハラ,スギ,アカマツ,モミにして粒敬は:;〇〇说・す.

供試細蔺

Achn>n>ub：ictcr delicUihiiMni ^Jorditn),
AdinHnobactcr formictitn く〇ハ:climski).
IhcilJu^ !>je<cntcricu>» EJiiggr - A.
iSadllui niescnttTicaM Flijgge - B.

mycohlcs Eliigge.
Bacillus | arviki Neidc.
BaeilltH aubtilis (Ehrenl照rg) Cohn.
Bncillus teres Nci<tc.

viilgatus Flugge
MicrocGcc：is flavits Fhiggc.
Phytomonas No, 2.
Sarcina No,1.

爽芽操作 ^

先づ是等の細薄をブイ3ンに純作培養し,別に殺是せる細容積約13网 のペトリー氏皿に 

殺閥せる細曲153を敷9之に殺苗水た。さ前記の各培養液を別個に10U宛注加して發 

芽床ミし殺薄せる供試糊子を手早く播デて共益をなし.攝氏25座内外の拒温藩中にて發ナ 

せしむ。尙ほ比較のため下記方法を併川せり.

1.前記十四種細歯培養基の混合液を川ひたるもの・

I.殺南水のみ17淀注加せるもの•

斯くして發寿の狀態を観察したるに笫二號乃至六號表の如き成績を得たり。
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本成結に徴すればヒノキ神:子は應して右蘭床に於て發芽を阻止せらろ、の節向あるも, 

アカマツ種子は之に反し

Achroniolmetcr <!ulicuta(ulun>
Bacilli megzitJicrium
Bicilltrf mc><*ntcriax5 FJiigge - A・
J5：uuHus mcsentcrkus Fliigge - 13.
Bncilliis mycoMcs
Bacillus jmn-us
Bacillus procligicsus
Bacillus subtilis
Bacilli^ teres
Eacilhis vulg；it xs
Micrococciw fla^iM.

等の存在に依て促さるろをみるべし。(クロマツ种•子に於ても略£同様なり〇)

是に依て觀ればヒノキ槌子さアカマツ種子さは細街による發芽生理上の性質に於て全く相 

反するものありミ朋ひ得べし。尙此等の覇係を明らかならしめんがため以下吸利の责驗を施 

行せり。

先づ殺菌細砂の代りに當埸廿里苗剛土壊(砂質壊土,粒徑2耗以上のもの10 %, 0.5- 
0.1耗のもの36箔0.!耗以下のもの17 %)を用ひて披芽床ざなし前記の方法を繰返し 

たるに次表の如?結果を得たり。
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次に發芽床の仓仃水分狀態を異にせる揚合の一例ミしてヒノキ,スギ・アカマツ・種子各 

3〇〇杭を試料さし

IMoiHtB ni(^?ntvric is Fliiggc-A.

Bacillus prodi^io^K Fliigge.-B

rhytomonns No. 2.

の…ヶ月培•卷「ブイ3ン」155 宛を取り各々殺曲水100¢.¢•にて稀霧せるものの一定量を 

殺菌湖砂に施興して發芽床さす。共水分含有程度は飽水を100さすれば4〇. G0. 65. T〇. 

M.120の指數を以て示し得べし。
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含・仃水分の狀態に依りT神了-發芽:の程度は著しく相違あるも,槪してヒノキ,スギ毬子 

は殺曲水施用の發芽床に於て優り•万カ、•ツ秫子•は緬せ培養液の土国乡ならざる限り冇茴床 

ClJncilltis mc^iitcriciw Fliigge-A^に於て發芽良好なるを觀るべし〇

尤もアカマツ祁子•ミ雌も削南培養液の•檢其度を徂ざれば自然不結果に陷るべし此の關係は 

尚席九號我に依て明らかな如

更に同蘭瞄液を0收心5 酬器により一回慮理せる消液を用ひ北果的施用を異にし 

て發芽の狀態を綢住せり。(第十號奏)

木成はに依い峠察すれば此祁ー細薄はアカマツ種皮の透水性を壇し或は共內容の發動を促す 

ベ9戒神成分を分泌するものミ考へらる。

尤もー・殿!he.erioplu.Re Ly.it,採血の方法に準じて七回重食潰過せしに其巡波はアカヾツ種 

子に對しては及って促進の効な诚退せるもの、如邑も更に攻究の餘地あう。(芯十一號表,第 

十二號表)
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1蠢沸 〇 26 G8 42 17 7
2 ’摭鬼密 〇 24 47 52 33 17

孜弃魂正’吸井初日
旧!F !---------------------- ；------------ ；-------- •-------- ;------- - | 咨］二要せ

第一次第二次第三次第四次菊五次第六次;第匕次第八次弟九次协十次密敬費气"しu數

三 Fl II 毎 の 狡 芽 放 數

三 n 目 每 の 發 芽 位 欧 »«'31正我芽初n
— ■1" I ■'ー・・|------------ ］ —— - $----- 迄に要 t£
第一次莎二次第三次!必四次第五次第六次第七次第八次あ九次第十次總歡疚弓］;L I!數

岫

寫沸 〇 1 18 31 27 16 14 10 8 0 128 43.8
〇 2) •-,-, 〇3 15 18 5 〇•* 1 ■1 〇 154 B9.0

尙之れさ別途に同菌の肉汁培歴液(笫十三ジ義)並共濾液(第十四號止)を採り之れを,姦

沸使用したるに同様にして促進の効使認め得使りあ 08和四年二J微行う

笫十三賊表

次に菌の肉汁培養液(2・う。C内外)中にアカマツ稲子300粒を投じ其牛吸は24雄間殘
。牛數は48時間浸漬後殺|石水施用の細砂床に播き,別に同温の殺菌水並に殺演ブイヨン中

に比殴句iして夫々發早の狀慫を檢したるに南液中に没渣せるものは殺浦水中にて妝扱ひた

6ものに比し准して發芽:艮好なり。

ア カ マ

ア カ マ

伏
魚
密
魏
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;日にアカー.•ツ&R子・的!50rc-に水20〇(-c・を加へ之れにliteilliis incsentcrieus Fliiggc-A苗を投 

じて充分牌敗せしめたる後其液をCl.ainbcr!:in<!氏温器にて沌過し渡液 心,3源\ 炉・に 

殺演水を加へて金ほ"'.<・・ざなし之れを殺南細砂4.件・に注ぎて發非床さし,之れさ比帔の 

ため段菌水をIMじく1T*•用ひそ夫々に付9アカ"•ツ毬子の發牙:狀您を檢したるに濾液施用 

床に於てはi"冰床に比し代れもましく發尊良好なb。(第十万・號め 同席敗泄液を煮沸せ 

し埸©亦同傑なる結果(第十六號表)を得たるも尙攻究を愛すべし。

次はアカー,・ツ环子の發学に對し促進.I•・効善二柿の凯曲を配合施町せり。

即ち冇効曲ミして】快敢ずRunlhis nuventericus Fliigge.-Aを採り仃害蔺さしてFh}1on»onas 
No- 2を選びて夫々の培茂デイ3ン配合衆を利4に按配施川したるにPigg No. 2培養 

ブイヨンの;止減ずるに從ひ發牙:状懇は好轉し,1时苗のみ施與の發芽床に於 

て最も風好なる結果を得たり。(第十七號表)

円に兩價一白金1(■•宛の涩合十II培黄液に付金敝の集落—！ft したるにBacillus .nc^ntcricus F-A 
11 7乃•仁初『・均15を記せい：•l,>>ytonu.n«8 No. 2に在りては無數な可匹に培诲ftの酸 

座なうれば當Mは了】れリしL榊心培径十11に及びて9.1ふ示せリ。

以I:の成紡に後すればVhylomonw No. 2荷は一般にアカ、.ツ郁子の發芽を拱止するもの 

の如く謎めらる、も本诫必ずしも常に然るや否を岭味せんがため取敢ず本培養液15• 3心 

5g10M L55を採〇殺曲水を加へ仕吊:17也• Sなし之れを副砂床に施與せしに果して戒る揚 

合には發渉を阻Ikするこさなく成は反って之れを促進するが如浅烦向をも爲め得たり。

(笫十八號表)

次に同苗培養ブイヨンの濾液<第十九號波)並に共煮沸液(第二十號表)に付て試みたる 

に其間係は海々顯著なるものあり。

而して前記の諸一方・法に於ては殺蔺水使川の標準蛹肖床さ雖,操作中必ずしも空中苗非の枝 

入な9を保せざろが故に,更に腺裕なる無菌床を用ひんがため試驗管に適Rの細砂並に水を 

容れ綿栓を施し高雁滅薄藩を以て沿法により殺［堆したるものを採り,別に比校のため&函腿 

mrantericusF-.A.苗施山のものを有菌床さして各,にヒノキ,アカ-,•ツの殺蒲称・子を試験管毎 

に1粒宛投入し,試料各1〇〇粒に付て發づを檢したり。 •

尤も本訊:境は操作样易ならざりしため充分なる成弑iを得さ‘りしもアカ-,•ツ剝皮種子並ヒノ 

ナ秫子に於ては明I康なる結果を得た<)〇

即ちヒノキ.サハラ,スギ・等の桓子は一般に發爭に際して細值の存在を忌む•もアカ、・ッ, 

クロマツ称r•に在〇てはえれに反するものありさ剥ひ得べし。(第一圖冬照)

木結果に伴ひ勢ひ殺南を兼ねたる發芽促進陶の効果に對して吟味の必要を生ぜ〇〇

先づUspulun並にTilhmtm試用の結果を舉ぐれば(第二十一號乃至二十三號七)の如し。

srmocQJ.sK
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ス V
! 皿

聾£ 溢 i.'f
>分冏
!時冏i〃
> "

C 1 1 ( C

11)))

1 13 
〇 
〇

句 J
3 s 1717181614

17.0 17.0 18.0 16.0 14.0

12101015 i15

2 號

知
二

■*1

注渋
>分仰)ujinjI 〃i ft

〇 
〇 
〇 
〇 
〇

14101075

1071233

26.0 17.0 25.0 11.0 8.0
-
15

3 號

Ilf

I
!.瑟!.'(
)分間 
い序間

> 〃

1
< (

) ) ) ) )

1 1 0 
〇1

79467
1013G 3 

〇

182310914

18.023.010.09.014.0
13 
】4 is 1513

菊二十二號表

由称
ウスプ・ソ 

技油時間

七1! 1】推の發芽粮tt
9W
山

費亦初【I
途に・妥せ佗 考・
しRIt第一沃郊二次 陀次 第叫次

じノ、

1 M
慝

fi
法tft 
分同 
峙間

〇
〇
〇
〇 
〇

12151217
8

17127116

•13113

33
：»〇232917

33.030.020.029.017.0

10 
〇 9 
910
火疋十三年九

J玲手

2 M 1
袪1>'i1分間
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!〃
卜tf

〇 
〇 
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〇 
〇

3 
〇 12 t> 6

814101012

1716251S24
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1115
9912

3 戦

•注 ii'c
»分間
!峙間
\ tti "

〇 
〇 
〇 
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〇
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5S2
I 4

1S1915 
】621

18.019.015.016.021.0
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4 6 5 G3

820112112

8.020.011.021.012.0
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118 47 208 41.6 9 のは170
23 13 1 45 22.5 10 す34 16 57 28.5 92& 10 :H) 1V.5 1222 | is •15 20.5 1245 13 79 39.5 1052 )4 98 49.0 S43 23 76 38.0 1147 14 74 37.0 10
河 21 70 35.0 12

段外粒數 發奔初!]

必三次演四次

S71013139S

は200粒011"卜、・マッ 

80分注渋の 

しのは180勲 

同2時間のL

20.8 •11.5 58.0 50.5 60.6 00.0 37.5 33.5 12.0 42.5

"し日數

109

9S7
大正十三年四 HKStrS•• i 〇做泣數は武—7 烬の郁合に[107*7 •
リ裁注洲I5〇〇粒7 浅洪せるしの

989

21 113 22.62 46 23.04 64 32.02 56 2S.01 54 27.0
3 •17 23.5 !
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樹種
ワスブルン

泛漬時PI
七日目孙の發身:轻數

--| — 飯ラ舞敏發时:
第一次 第二次 第三次 第四次 I ,

災:i:初11 
也に要d L li li

之を要するにヒノキ其他一般林杯H子は此や促進剤に依て發芬を促さるべ•Jもアカマツ, 

クロマツ等に佐りては反って然らざるの結果を得たり。くウスプルン及チランチン液の混度は 

23"Cさす)

尙フォルマリン,クライト,昇求水,ク”“・ルノ.等の航用に於て｛,亦同樣の悠あい〇殊 

にヒノ・ スギ等の種子に對しクラ < 卜の施用が發芽を促すに反しアカマツ神子に獄しては 

全く然らざるの型あるは注LIに價す。(笫二十四號表,第二十五號表)
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叙上の帯我Mより按ずればヒノキ,サハラ’スギ3一般径子の發芽操作に際しては充分な 

ろ穀曲を妾すべく之れを等閑にせば或:は公!]:なる結果を徂嫌き揚合あるべしミ雄,アカマ・ッ, 

ク”ヾツ珂5に封しては個く殺淵の要を阕めず,成は幾分細浦の:存在"I撬の發動を促すべ 

きを以て操n:は前者に比して俯略なるを得べし。

一段に岡戏若くは林地に播称せる浦・•の實峰發芽率が鑑定發芽率に作はず,共用闌亦樹翩 

に依て異同あるは圖り探作の相違戒は温度,泓度等の期係に嶂因するのみならず,更らに之 

等制茵の称預业に」I:多虹による影習亦醇なからざるものあるべし。

林地に於け6粒子の保生さ微生物

林地に於ける稀子の保生さ發芽並に共後の|胡係は更新[•・緊妥なる事也にして就中種孑の保 

生は共根本間題なるべし。

凡そ|'1然に在うては年々巨磨の郁子が林地に撤布せらQ -6少しく些細に之を觀察すれば 

其中には蛙初よ。發牙:力無きものあり,成は發芽力を仃するも其機會を得ずして果つるもの 

もあるべく,或は發芽の時期を待たずして其カを央ふもの亦爵'なからざるべし。

忒にヒノキ,サハラ,ス¥曾:の毋樹に付て結實狀況の一例を戏るに木竹妻施出狼所部內卽 

料地に於ける樹令約200年のu ノキ毋樹に昭祐三年には毬果65さを結ぴ之れよわ祁子•13立 

即ら約百西十萬杭を離脫せり。然るに共發芽率2.6%な〇しが故に此の甥合最初より發芽能 

力なきらのは實に百三十六萬㈣千粒なるべし。

同じく」•.松出張所部內師料地所在の樹齢200稀のサハラ緑樹に今秋毬果19eを結び秘子 

2,3立を離脫せり,共數約三十九禹一千粒なるも發非率38%なりしが故に共中二十四河三千 

粒は全く發芽力なさものさす。又天城出張所部內卻料地所 ’在ス¥ 60年の母樹は昭和二年秋 

勘に結實G4かにして離脫秆孑6N約六卜芮粒を得たるも共發芽:率26俗なりしを以て發芽: 

能力な岂称子は實に四十四萬四千粒なるべし。而して殘りの發芽力ある種子さ雖,其絞Tが 

必ずしも林地に於て長く生活力を保持すべしミなすべからず。ヒノキ,サハ;種子の如湧試 

に林地に置きて發尊カ保存の狀怨を檢すれば一般に南面の陽光心射烈しき山腹成は林內若く 

は谷間の陰濕地に在りては稀子の發芽力を減退せしむる二ミ著し含ものあり。例へぱ木件並 

に當埸附側師料地の林内外各所に於て凋.正せし成結に依れば,發芽率91 %のヒノキ種子に 

して险濕地に遂けるものは著しく發芽の能力を火ひ,樓だし泠は冬明!-10 口間にて僅かに 

1%前後に低下せるあり,又比帔的陽光の照射する尼礎通りに蚀會たる發弟率S3 %のサハ
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ラ秘子は同期間中に全然發芽の能力を失へるものあり。尙御ニ昭和三年秋明採集に係る下記 

試料を用ひて陽光血如•下に約9〇・時冊,244.時間,489.畤岡泌3せしに笫二十六號表の如 

ョ成紐を得たり。

供試超子

st 初 …&)

じ ノ キ 87.1
サ ハ ラ 79.9
ス キ 63.4
アカマッ 86.6
毛 ミ 71.5
卜、・マラ 75.0
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即ち長明間陽光の繼續照射は祥しく秫子の發牙丑遅延せしめ遂にほ共力を災はしむべし。

賜光の照豺ミ跡連して次は高温の影悴に付一例を舉げん。

供試種子

_甜______ 極 欧 芽 申

t ノ 牛 80.0
サ い •> 84.0
ス ギ 95.5
7 力 マ ッ 82.8
哈 a 73.0
ト ド マ ッ 03.G
7 ス ナ n 31.9

各100粒宛を適當なる铝子管に容れ,水分吸若削アドズールを加へて密栓し(乾・热)一は 

試料を塀にガーゼに包みて(濕・熟)共に恒温水糟中にて加熱せり。

本試琅に於て施行せし加熟温度並に時岡は次よの如し〇

却热沮度 乾争操作貯冏 編短採作時倡1
510

— 15
六 ■ ■ ■ $
十 10 10
度 15 15
八 — 2
十 5 5
度 10 10
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本套に依れば混湯中に浸漬せる所£腮嬾の堤合 

45-Cにて加熟10呻間以上に至らば何れも容易に 

其發牡/Jを失ふ,而して乾熱は湯然に比して危害 

少立も80やに6畤間を粉ゆれば何れも亦其力を 

哭へり。

凡そ發歩カの勢关は樹神,題熟の度水他個脸の 

性代に依りT一段ならざろべしミ雖-•般に水, 

温眼,酸素,光線成は仃的叫濒の外更に南Biも 

亦共存要因子さして方阪すべからざるものあるペ 

し〇 C

實隆林地に生棲する郑!演は其數夥多なるペしさ 

蹤 吐に・•堤に於て潮司地及附近よ〇腐敗称子を 

介して採集したる細相は何れも按税の結果又林木 

種子の腐敗を酣しむ。(を二十九號必
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第 二十 九號 戎

W 名
採 集 個 折

ra 力
な地 荷M 溪» K野

Achroniobacfcr dclictatulum (Jdcdan). _ •1 1 4 1
採光峙期

“大出十れ年八月 

ギ略舔三年五月

林地二!•四ケ所 

ffifflf八・所 

溪を九ヶ所 

緑野三ヶ所

Aclironiobader formicwn (Omelianski)^ 0 •* 〇 — —Acliramolinctcr rnult:strmtmi <Wr:ght> — 1 1 —
Achroniobacter rcticufarum (Jordn*; ノ・ — —* •— 1

• •• ・ 」• • 1 — — —!
L 1RaciljK rvter^Xjnis (TAeycf) Miguku 1 —

BaeilliK cereiw Frank知“L — 7匚 — —Jh：iil心):5汀 <CriW"•.•心・ 2_ 一 1 —
欺事は怕を採堡しさ 

も席所跃な示マ
mcftathernim De Bury. _ 5 _ 1 1 —■ hit tncseilU r 1 ： . W ・ん 8 10 3 jBtcilh州 rne^nSricM Fltiggc - B. <> _ 4 ::

絹竹の檢索には IJcrgcys inaiuml a J)ctcmnnntivc BaoU-rioIogy.1923 
に依る

Baciiliii myc况よei；••旳ぐgG. _ 4 1 1 |Bncilltis niger (OornJ*) Mi即!x 1 — — 一
Bacilh parvus Ncidc. • 1_ 2 〇 1BacHltn prodigit^iH Eliipge. —1 —• 1 —*' _Bacillug Miinplcx GottiieiL_ — 〇 — -subtilis fElircnberg) (John. 2 - 8 — 1Ki •二1い P-n- Ndじ・ _______ _ 2 i 亙: — —Erwinia No. 3. —1 — 1 jErwinia No. 4. ____ 2 _ 2 1 —

Fhvokielerium dormitor <Wright'). 1 —
E!avobacteriuni lulvinn f Zirjnncrn>nn>. 1 — — —Flnvohactoriinn rhenii (Burri). — 1 — •
Flavolncteriiin； ”en)ぐ】lojdcs〔Cogkmd). 2 1 — 一 (Micrococcus f血vus FliigM. 4 4_ — 1Miaracocc.is s*jbil:mis B inun. — 1 — —PhytuuwruiK No. L_____  _ _ _ 1_ 一Phytoirorvis No 2. 1_ — — —
P^i(Iamon:is niyxu<l< nnu Fuhrmann.Kl><xIot-o.x：iY n>c<H (P'liiggc) 11011ami.Committee S. A. B.,192〇•

_ 1 — 1 —

—1 1 一 —

依て液に水濕さ細站さに關連せる林木称孑・の保生問題にイ、ほて聊か記述せんさす。由來林 

木"は水中にては發芽し得ざるのみならず波火するこさ長溝に氏らば遂には贝:發芬能力を 

喪尖するに至るも其關係は樹す,水温,水質並に没潰時間等に從って著しく相違あり。尤も 

注水ミ雖も樹種に應じて其度を得れば反って發芽に好果あるは旣に周知の筆に磁す。缺に適 

度の水中浸漬が發芽促進上効果ある一例を示せば次の如し(第三十號,三十一蹴表)

55
芯三十號表

称 記 K
ベ

七!H】姉の欺芬检败
泌:&歡 賢州諏 俯 考

レ・次席二次第三次第四次 由’ L 1I數
t ~ r 

ノ V 12 〇 ()1 ：； 45 181 67
M 1

13.413.8 10 火正十三年四ん姓

1 Bt 3 51 〇 ° 1 13 19 3.8 18 行

記號1は四直倍ウ
〃 12 〇

〇
〇13 314 〇 4 9 31 l.s 

心
Irt10 スプレン中三旺間

〇
兢 :; 〇 〇 3 12 15 3.0 10 泾漬___ 1

記!K 2は攝氏五度12 〇 1 4499 G6 10 T| 130112 26.0 ヽ22.4 107 內外の冷水巾二十

3 〇 G2 4" 15 ! 123 24.6 : 10 四五時問淡漬 

記W 3は無注波 

供株祥は趕く五百
〃 1 13 52 5<» 10

〇
11 6460 1パ12.0 7•T •4 w 1 nH 1 〇 27 •1 47 9.4 10

ff 1 1 is 1 39 25 S3 16.6 7
〇 〇 38 I & 〇 A3 S.6 85 號 3 〇 15 1 21» 18 62 1 12.4 10
1 〇 38 1 4 1 43 8.G 92 1 32 1 1 35 7.0 7G 號 3 〇 22 '、 】•1 4 40 S.0 9

〃 1 () 45 1厂 65 13.0 102 12 36 1 49 9.8 G7 3 〇 9 22 34 0.8 12
1 30 16 1 47 9.-1 10■ 〇 37 〇 〇 •15 9.0 〇a 號 3 17 8 3 2S 5.6 10
1 〇 8(； 10 3 99 10.8 8

ス -V 〇 〇 92 7 〇 99 19.8 8C
〇 21 5G 4 S1 1C.2 10

7 カマッ 1 18 217 73 66 37-1 74.8 72 110 272 19 9 416 S3.2 6
1 號 3 24 216 57 G0 357 71.4 7

〃 1 07 256 3S 8 369 73.8 52 127 263 15 〇 405 81.0 〇2 號 3 〇 351 51 10 412 82.4 レ$

V "マッ 1 90 341 23 3 457 01.4 5
•> 石 150 319 12 い 483 96.6 b1 3 〇 [413 37 6 •155 91.0 8 •

1 46 263 | 23 3 :m GG.8 4*> 207 270 7 〇 •1S4 96.3 S2 號 3 〇 435 18 パ 453 110.6 8
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一般に没水によりて好果ある林木種子•さ雖も浸漬期!WはT1乃至三日,長くも數日を度さ 

し十日を退ぐれば女くの投合發详涂力を诚退するも樹種にょ〇例へばニセアカチャ,クルミ, 

カシ.落物松・フウ秘子の如mは冷水中に敏ヶ月川価扌へ母べしさ浏ふ。

姓にK時I川流水中にHh'iせしヒノキ,サハラ,スギ,アカマツ林子の發芽:狀態(第三十二 

應麦)业に洗水中い试貯.裁を代へるアラカシ秘子•に付一例を•理ぐれば成の如し。(笫三十三號 

表)

而して此の際川ふべデ水は刑部にして低温なるニさを變す。

水混高ウか成は潦水の如9所,消徴生物の繁狀せる水中にては勿謚Rく爵ゆる二ミなし。

II. C. Wler氏も一般に稲子の没瀆は勅鮮なる流水を可さし溜水は避くべしさなせり。

Tilfunl,I如il,C.ド.Abd.及R. P.1【如5.氏は攝氏二十度の水中にインゲン豆を没漬せる結 

果無H漬にして發爭率9S%のものが涉水六時間にして95%さなり,十二時間にて80%, 
四十八呻間にして1〇%さなりそれ以後に於ては始んミ發弟力を妙するも,同温度の流水 

中にては二I•四時間を經るも發早力に愛化なく,日十-匕時間にて52%ミなり百四十四時冊 

にして20%に減退するの程度にして溜水の場合に也し發芽:カの低下するこさ・しからずさ 

述べたり。

潮水注沽の害は嬲りインダン豆に止らずソパ,エンドウ,ライムギ共他の股作物秫子に於 

ても般、めらる•ものありさ云ふ。

而して此の關係は又林木即子に於てむ同樣にして試にヒノキ.サハラ,アカ、•ツ等の種孑 

を浸水したるー•例を艰ぐれば次表の如し。(第三十四號必
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第三十二號我

樹秋1發芽應 億 考

じ ノ ・

サ ハ ラ

ス ギ

アカマッ

70.0
30.0
45.0
C0.0

本供試;轩の巾レノ・,ン・vr6子二昭和三年靴期採集,アカマ 

ッは昭和二年,サハクは大正十公［採集後昭和三年春期途湯 

舟澤・加件炮物•穴内に盼段せリ

第三十三號表

貯麻

娩
記號播a月日 盼靛・數

癖"リ孜 
芽閣姓迄の :我芽勘問a a・却3 備 考

!_________________________n_ 败

1 : ノ； 5 1J2 6G 98 供試館數2I〇〇紐2 < ! 15 J25 1)6 W3 2!'1 141 47 644 / 1 15 1S5 45 735 f 卜 1 171 35 806 | i 16 18G 22 23
1 I ； 5 112 GB 24 97 地屮約!*0個所15!就せ
2 € : 15 125 54 2G 93 る«のにして貯穂中甲析が
3 4 1 141 39 29 80 見たろしのあり7:る爲め五
4 4!15 155 26 2H 93 月ー 口例屬な以ヌ仙切式せ
5 ( > 1 171 Id 21 U9 リ供い粒敬1759ね
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即ち浸水・字間長mに直れば潜次發芽力を诚退すろも北關铤は樹环に依<・水の称恐に從って 

自ら一樣なる能はず。

一般に細菌の繁团せる水中に於ては發弗力を火ふ二さ多く.殊にサハラ环子に於て冲し» 

傾向あ〇〇(第三十四號乃至第三十六號表)

第三十充號我

浅料 1S 我 發州
心

備 考

サ AehronxJxicter delictatulurn の繁牧せる水屮に讀城 30.4 夜漬72聽問
>* Bacillus prodigiosu^ 〃 24.4
う Bacillus HUbtilis 32.5 1
!£ PhySEOiuui No. 2 26.3 \
子 無 没 拓 44.2 :

第三-I•六號表

試料 & 從 發豹H 
g

備 考

サ

ハ
■

ラ

種

于

純水中に浸漬

髙颠诚苗器にて殽領したる浏水中に注法

ワイへ"卜繼沿籌による溜水の褪液中に注漬

五分問在沸eる溜水中に法段

湍水中に淺渋

流水中に注渋

流水函申絶えず酸素な供結1垛酸五斯な除去せるし 
の

紙注诙

35.7
;弟,2
33.8
36.2
35.5
37.7
37,8
•12.5

傳皿水使川冰>17-19-0 
總i 72 K間,以下同斷

ーヶ月放Kせる渝水使 m

上水地使用

65
抑:•浸水に姫く發歩力波退の京|均には種々あり。

Abe!. Hil.banl1¢等は前記インゲン豆の航院に於て發免力の波退を撕演の作用ミ炭酸瓦所ミ 

に皿しII. <' Muller氏は一般的に酸素の不足,微生物の代謝4漁物の阴卜用及種子内容の 

沙出??;を指摘せり。

氽は林木称Tに就て此れ導の村を,耕牛中なるも,サハラ種子に始して件に得たる成鎮に依 

れは植秦［足の出は短時間に於ては阚め燈きも細曲の影參は梢當姬霄にして即ちい•時|用前 

後の注沾試!、泌結果に依れば(潦三十六號安及笫三十セ號表)酸素を供給し炭酸垃斯を除去 

せるものミ然らさ‘るものこの岡には著しデ无與を忽めざりしも.水中に細曲の緊苑せるもの 

さ斥ざに於ては波泊後の發爭力に“Jなりの相違•を認め得たり〇

斯の如く钮呻間の没爪に於てすら林々な融阳月に依て種子は共發歩力を減退するものなる 

が故に實際林地の除糾司所等に在りては此ド")原因に基さて發芽:力を喪尖す〇こざ亦眇から 

ざるものあるべし〇玆に简考慮すべ言は發芽床の含打水分址なり。一般に發芽床の含加!1は 

共れが飽水状態の知乃至8〇阳を通度芝し.水分不足する必合には假令温度會素の供給等 

あるも遂に發步する能はざるさ同時に,水分過多なる骂合に夜りても亦發づ極めて困雖にし 

て戒は徒Gに施水膨大し神也割型して內容の～部を宙出するに過ぎざるものありc

例へば石英細砂の發弟床念水はを飽水狀態より更らに业20乃至50 %蛤ほして揚氏二十 

三四座中に政き,之れに健全rなろヒノキ榆于を播ドしたるに多くのものは三四||にして吸水 

脳大して種皮破裂し内容の一部神皮外に№11せるも其後腫に伸張する模樣なく,引的・敬日 

を襯るも依然ミして吏らに發芽を兄ざるものあり。依て之を水分遮I止の發穿床に移したるに 

忽ちに發早生冇して些の界状を星せず。

然れ共若し之を乾燥せる砂床)戈は吸水紙上に放置せば容易に袤間拈死するに至るべく,而 

して水分過多の狀態にて細績置床せば容易に細浦類の皮駐を蒙りて噸て腐敗し去るに至る。

春期温暖の候.爆々降水ありて林地の合水狀您過多なるが如?刘合には以上の經過を以て 

成は發4:を阻止し或:は共力を喪火するが如9也合亦眇からざるべし。

凡そ林地に於て俺冏發生の右無を觀察し.接近せる二ケ所に於て…は稚樹の發生を見他は 

之れを見ざろが如き坊合其原因果して那邊にありやは更新上林だ興味ある問題にして迎かに 

知る得はずミ雖,些細に之れを襯察すれば種子の保生,發芽:並に其後の声生如何に腐して徹 

生物の影響亦偉大なるものあるをみるべし。

玆に一部成整を揭げて取敢ず本間題考究の一助たらしめんさす。
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1•林木孙「の貯・裁方法は樹神に依りて氣中(容器P8封,密封)貯液,地中貯尚 水中貯" 

に分たる»{»何れの出のにありても其効果を愈々大ならい’>んがた心には温度,滋度,有 

的巳虫炕 翌舞,従了・|・験の生理的消任等に關して考慮す化きは勿論更に發芽力毀失のー 

IMたるベゴ微’1的に對して亦注意せさ’6べからず即ち貯我施子は强め精選に依て虫害削8 
粒:辛を除去し,咨肖貯藏の堵合には水分吸斉剤を加へて苗類繁殖の捷會を與へざるこ瞞 

地中貯•或の際は埋骚個所沒当に失せず,又統子の周圍には水分停滞せざる樣土壊に砂礫 

を混へて透水をよくするこさ。徴生物の繁航せる所部溜水は利i子に羊)て冇害なるが故に 

水中楼潰貯.栽には淸澄なる流水を選ぶこさ肝要なり。

1.ヒノキ,サハラ,ス不等の珂子は冇浦床}二於ては概して發弗を阻止せらる» もン•カ、•ツ麺 

子は之に反して例へば

7\chn)moki<-tcr clcliclntutuni
IluHlltiK nic^alhcrhim
Bneillus niescntericus bJtiggc-A
Hicilltifi rncseittmcus Fliiggc*B
Bacillus myrohW
Biicillus parvits.
Bitcilhw pr<Kiigiasu5<
Baoillw subtilk
UridltH teres.
Bacillus vulgntiis.
Microcoocus fiavus.
:华の聊南に依て共發芽を促さる、傾向あり(クロ、•ツ種子亦同樣なり)尤もP&ggs 

ふ,.2苗の如当は多くの堤合アカラツ種子の發芽を抑止し反ってヒノキ科子に對Iては然 

らざる四きあり。又殺菊を兼ねたる發芽促進劑「ウスブルン」「千ランチン」等はヒノキ 

スギ共他・般椀子の發季を促進するもアカラツ,クロマツ種了•に狩しては然らざるもの、 

如く洵ほ二三殺曲削,试用の結果に於ても同樣の感あり。

足に依て觀るにヒノキ,スギ"の種子sアカマツ’クロマツ種子さは制闫によろ發芽 

生理匕の性質に於て全く相反するものあるが如し。

1.叙上の理に果競にヒノキ,サハラ,スギ・等の税子に於ては發ナ力の檢定に當りて



G8
可及的殺谊の赫作を要すろもアカー••ッ及ぴクロマツ秘子の如冷に封しては必ずしも然 

らざるものあり。

1.林地,砸投に於ける破子の實際發弗率が濫定發芽亭に仰はずス樹柿に依りて贝中1口を異 

にするが如きはS3り操作の招違ミのみ解すべからず・是"細断の俺就业にJ筋冗による跄 ■
參亦眇からざるものあるべし。

1.林地に於て接近せるニケ所の中一は稚囲の發生を兄他は之れを兄さるが如きm合迎かに 

其涼因を知る能はざるも些細に觀察すれば必ずや阳了・の保生發拳业にJl:後の育生に［泪して 

微生物亦與って力あるを切るべし。

K1な人» I•二刊二十八IIは妇RNUh耶］•二史“…nW?
帝宗林軒局林業は駁股 

米京府由％隼林版山”

印刷君 稿葉三郞
東京!!伏ノM "%宵二丁 (IじR£

印刷所 牌陽印蜘株式會社
诲京也皿ハ与“ 5Jリニ丁 nセ苦冷 
非資品



第一卷第六號正誤表

頁 行 IE
3 5 Fhiggv

7 Ba戒Ih旅Flu««e I'l'iggc
4 1(1 典のCT»4.vl 英の細過％IK察せリ17 四IA時取預入同洲放 四1•八啓岡明放21 Neiedc Neide26 Klnuctini31 rlaucinii glnucum
5 15 貯は上 む浸tG 4 AclirutnulMicfur Aehromolweler

10 Eliig^v-A • ■Fliiege-A
19 (Gomi) ((；wi 必)20 卜皿故 FliigR®9 18 inicrcixjus Iir»TOCOCCllS

21 11 Prodi商oz— pro<ligk>s w28 «九以客)
培鎖®液 培蹈な30 1 cmt三戦義) (第・三四洪'>

1 (第十四甄表:) (1啣)3 第十三球 第「三號黄A10 靖十三at義b

2〇 發・早良奸kリ。 發芬只好なリ。(第十四就表:)53 11 «第二十九號我) (第二十九就焚)(邹一理め54 12 (OiillehenO (Gtiilldteau)
18 Badlls Ricillis
27 El:iv<>b:ieturi nil Flavobacterlum


